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第2章

士族アイデンテイテイの拡散

本市では、近IIIJ切に身分制度の確なとともに形成きれた土族アイデンテイテイが新たな

級相を111しつつ拡散していく状況を確認したい。17世紀末から18世紀にかけて王府の身

分政策とともに成、zした1;族アイデンテイティは、 ーE府の管理の下にある上族アイデンテイ
子イであった。しかし、このいわば制度化された士族アイデンテイティ以外に、王府の管

l111のおよばない伊、域で上族をじ放たらしめていた諸規則が様々に変容して流布だすのであ

る。その紡来、多級な疑似iて族アイデンテイテイが形成されだすことになる。たとえば、

ら州([AIとされるようになる。また、 k族の家督相続に関する規則は、元来は現実の相続

Jb) 1(11 

に以していれば、過去の系譜関係そのものを修正するというようなことが行われるように

なる。また、より速くて、より位の高い祖先へと自己の系譜を遡及いこうとする傾向も見

られるようになるが、これを究短まで押し進めると、次章で取り上げるように、琉球開制

十'1'1日のIII:Wにまで系請を遡らせるということになる。また、士族的門'-1'制度が上位文化で
あるため、 (f 1府級のrl'には、机先出来記を作成し、疑似門中を組織して、系譜に沿った

十Iljt 11徹のいう「百姓門中」の出現である(1) 0 

さらには、

かこと も見られるようになる。

以上のような動向が、すでに18世紀の段階ですでに認められるが、近世末から明治初頭

になるとより頻繁に見られるようになる。総じていえることは、これらの動向は、今日の

ill'純社会で、II"Jrj ，化現象Jと呼ばれている社会動向の源流ともいえるものであるというこ
とである。以ド、いくつかの事例によってそのような動向の一端を確認する。

第l節 『おもろ主取家元祖由来記jの分析

」こでは、但先山来記の分析を通して、近世沖縄社会において土族アイデンテイテイが
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拡散していく 一つの在り方を明らかにしたい。資料として用いる 『おもろ主取家元祖山米

川 は、沖縄の行性階層において18t任紀後半から明治初頭にかけて記録され整備された、

引先のflJ米とその系譜、およびその系譜認識に基づいた祭犯に関する記録である。おもろ

ヒ収家は、百姓断層とはいっても I府が行う国家儀礼においておもろ神歌を謡う集団の長

という特殊な家柄である。とはいえ、 18佐紀の段階で、このような祖先由来記の作成が百

件階級で行われたということn体、注Hすべき事柄である。しかも、由来記作成過程で、
‘1'，II.y.公的にはその行為もそれへの依頼も禁止されていたユタ的職能者が関与しているので

|併において、ほとんど|司織のかたちで存在したことがわかる資料なのである。

第1.LJI おもろ主取家

おもろ i:_取とは、王府の儀礼秋「おもろ」を管理し、国家儀礼に際しておもろを歌う職

能創刊の長である。おもろ王取がどのような場面で活躍していたのかに関して、 f琉球匡
|山If米

I川J府稲刷!陥削ni倣i松出祭.大祭には卜)賭4市i貝瑚担に於いて、 j度唐衆街採飯には玉庭に於いて、存剛乍 ・唐船洲新下・
1:1化之II.Jには御庇にて、同じく 1:1u乞・知念斎場・玉城雨粒・雨乞之御獄 ・弁之御議行幸之

11.1 (2) と記されている。 rおもろさうしJ巻22の「みおやたいりお
もろ御さうし」は王府儀礼に汀jいられるおもろを集めた巻であるが、それには、 「稲の穂、

fR之II!jおもろJI稲の大祭之|時おもろJI知念久高行幸之御時おもろJI玉城天頂にて」
11:I:j乞の|時おもろJIJ?t船すらおるし又御茶飯の時JI御冠船之御時おもろJなどが収め
られており(3 )、1-.述の[琉球同山来記Jの記事内容とほぼ対応する 。したがって、お
もろ L取は、これらの儀礼場l師で、他の歌唱者とともにおもろを謡っていたのである。こ
のように 1:府儀礼と符践に結びついた重要な役割を担っているおもろ主取家がなぜ、百姓階
級なので、あろうか。その理由は、後ほどの fおもろ主取家元祖由来記j分析の過程で明ら
かになる。

おもろヒ取織は、 1640年代以降、明治の琉球処分に到るまで本資料に登場する安仁屋家

で1ft製されてきた。 しかし、それ以前は湛氏で世襲されていた。王府の初代おもろ主取

(、li1I!jは「おもろ顕」と呼んでいた)は湛氏数明鋭雲上である。彼がこの職に任命された

粁総について、 rx求陽jの尚消ヒヌ|ミ条は次のように伝えている(4 )。すなわち、湛氏数
IV J親主j-_は美里郡伊:樹村山身で、幼少時よりおもろに秀でていたが、嘉靖年間 (1522----

1566イ1:)、1[<，1 i門司頭として随行した帰り、国王の乗った船が航路一

ばに達したとき、風i:lJとなり、船は進退窮まった。その時、数明親雲上が紬先に立ってお

授賞を受け、おもろ頭に任ぜ、られたと伝えている。以降、 1640年代までは湛氏一族がお

もろ頭職を世襲することになる。

」の湛氏を引き継いで、 1640年代以降、おもろ主取職に就いたのが安仁屋家である。し

かし、湛氏から安仁尾家への引継の経緯は不明である。安仁屋家の系譜については後で詳
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述するが、 21任安イ :尾親雲上が前rfiに 1--っておもろ主取に任命されたのが安仁屋家初代の

おもろ主取である。当初は地頭所を与えられていたが、 3代目おもろ主取のときに地頭所

l石減じられ4li受給と

なった。 初代安仁尾親雲上は系闘を仕立てて上族となるが、その後の継承過程で系図を失

ぃ、以降、おもろ t取家は無系(行姓階級)となった。安仁尾家は、無系でありながら、

tlll;fX I:取のIlt襲を認められ、主府から扶持を受けるという特異な存在だったのである。

2 .0J rおもろ=i_:取家元柏山来記.] ( 5 )の内容

|おもろ i:_l氏家元担i山来記j (以ド、 『由来記Jとも)は、田島利三郎が筆写した 『琉
:t記集j (疏球大学灰|詐館伊波??猷文庫所蔵)に人っているもので、標題の上に、

illjJifi : 1イドI[)J 1--， U、安イ ;犀筑親雲上ノ本ニヨリテJと記されており、 1897年(明
治30)に乍'与されたことがわかる。

」の rlll米ItLJは、イnJ同にもわたって書き継がれているので、成立年代を特定すること

は知:しい。しかし、文rjJに、 7イ代℃日おもろ主取女匁知iリ!念親雲上による 1783年(乾隆48ω)の;識哉

jι! 

るので、このq引iに - しかし、 3世までで、は親族H呼乎称など

が4Iド11_のり似悦L}点l

終[的|内サには、安イ;民家第11代おもろ主取安仁屋筑親雲上の孫(5男の嫡子)の享年、 1879

イ1・(光紡5)がIlGされているので、この頃まで継書きされたことになる。ちなみに、光緒

5 irは11本肝ではIYJ治12年にあたり、 ytjr縄で琉球処分が断行された年である。
r 111米記Jはその内容から次の 4つの部分に分けることができる。
[ 1 ]その作成の顛末および祭相変遷の経緯

[ 2 ]・4放の系譜関係

[3] 

[ 4 ] 

以ド、この)IIITJfに治ってそれぞれの内容を検討し、この『由来記jが作成された背景に

はやIJがあったのか、おもろ主取家では何が問題となり、それに対してどのような対処がな

されていたのかを切らかにしていく 。

[ 1 ] r 111米記J作成の顛末および祭杷変遷の経緯

この部分は、 13の条文で記されている。各条文の内容を検討していくと、後継男子出

が少ないということを契機として ユタ的職能者との接触が行われ、その後、祖先の発見、

祭胞の開始、十申告、祭配の修正、そしておもろ主取家系としてのアイデンテイテイの自覚
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lこモる全体の経緯を読みとることができる。なお、本文は由来記の体裁をととのえるため

に、 引先のr11米が最初に記されているが、これは、 ユタ的職能者との接触によ って発見さ

れたものと忠われる。各条文およびその内容の主宵を次に示す(6) 0 

( 1 )此元11l、成化年中に、伊、Ii:，芸品より被罷渡、真喜志村石川村に屋敷取仕、当村 1--
共JぶJ11と斜取嫁取為イ1:山侯。右ニイ寸、みやドハ両方をなへ神崇ふ。その水ノ¥"¥i，[はw.

煩帰来供。

に の(おもろ主取家の)フe11{は、成化年rjJ (146 5 87) に伊平屋烏から渡来
して、点，ι存村・4υ11に屋敷を構え、当村(謝名具志川)の上具志川と姻戚関係を
あljんだ。そのため、付!織は両庁のおなり村Iを崇拝し、その水は両親族が水撫(み

ずなで)してきた。)

( 2 )イp、!勺長王加万15志、、伊是才/，島、目姓御素立の御時、農作被遊侯処、諸物イ午、世之人
作物にハ相持、毎年消熟イ1:、且、日lを御耕侯へハ、世之人田には水無共、御随身

IIIハぷイj之ニイナ、品ljJ行ダt批判に、今通諸人ニ拍侯儀ノ¥別之事ハ無之O 皐之時
ハ、夜"1ニペ|くを裕入佼儀、 )JlI在無之。鳥中の障相成侯問、打殺可申由、反叛差起
依イ.J、此元々 担l謝名具志川落札雲上ハ、御一門ニイ寸て、其段知シ上申ニ付、然者如

何線三l-45度行、御頼有之ニイナ、此島狭所ニ而、御身を隠侯術不罷成侯問、先国頭

校。イiニイナ、見組謝名具ぷ川親雲上ハ、最前ハ真喜志村之内、石川と申村地頭職

被成ド、後謝名具ぶ川之地頭所被成下侯。其時、此元江屋敷取仕、引移申侯。此

イr1、イi三代御印判之儀ハ、掛物相調、家の宝物と相譲来侯処、首里之安イ-

1-より、俵lヰイ1待相頼被置候処、右安仁屋死去被仕候ニ付、何方江有之候

欺、 不利知、取失為qI rll侯o it、右安仁屋親雲上、行方ハ下座ニ相見得申侯。
(イp平尾J:)JII那志(尚1'1二E)は、伊是名鳥で百姓として育ち、農業をしていると

き、その作物が他の人々の作物とは異なり、毎年豊作となり、かつ、田を耕せば

他人の[日に水が無いときでも彼の回には水があるので、島中の百姓が、皐魁の|侍

は佼'1'に水を盗んでいるに違いなく、烏'-jTの障害になるので、打ち殺そうと非難

しあった。この元1flMj才I具ぷ川親雲上は、伊平屋王加那志の一門だったので、そ

れを矢11らせたところ、どうしたらよいだろうかと頼ってきた。この島は狭くて身

を隠すことができないので、まずは同頭、に逃れ、それからゆっくり計画を立てる

川税雲 1--は、長初は真J志喜村石川の地頭職となり、後に謝名具志川地頭所を与え

られた。そのIIS:、この犀敷を構えて引っ越した。この屋敷は「めい富けJという 。
なお、 i-:代御印判J (地頭職の辞令書のことと思われる)は、掛物にして家
宝として受け継いで、きた。首里安仁屋親雲上が表具直しに出したが、彼が死んで

しまったので、どこへいったかわからなくなり、失ってしまった。)

( 3 )門中男J-，IU生少有之ニ付、 )J々 占方仕侯得共、此中拝来侯み神ノ¥此元ニ而相イ上

立被置侯をなへみ十Ipに而、伊平屋のみ神、又ハ、御へい撫で忘却仕候故、一門男

子繁栄少侯由御座候。然考渡毎[海カ]江罷越拝申儀者、不罷成、み神江ハ上具

志川之御獄、御せち川み神江者樋川之御せぢ、火之神の御せぢハ此元火之村!の御
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日ij、御取次、御j款の反互にて、イ}T-'1え犀江向、直ク御拝仕侯而百J然rjj有之O 八月十[I、

伊平尾島、村l之日ニl師、 一門qlに而神柄相調、七八年程ハ作来候処、其通に而者

Mi不時1。此元へ新季ニ神さしふ布]仕立、み神崇仕不申者、不罷成由御座侯イ寸、乾
降二十五i_:r皮カJ.寅イfhJJ、新み神、御生立拝始申候。右通拝侯而も、八月か

しきにイL-*侯例式ハ、イp平尾水なての筋にて、此元火之神御前より相始、樋川、

f八JJ1-11、 1:具志ミ)11ノ御火之付!弁御美前持始申候。尤、川御氷ハ、御さしふ御
始、 一門'1'1mq1候。御供物之儀ハ、下座ニ相見得申侯事。右通、み村1あかめ仕侯
よりハ、 -1"jrjr:9J 

イIJ.、新立御さしふハ、具J忘川筑登之妹、安座名のかまと呉屋か妻、うしニて侯。

(--I"jrjrにY5
+ 

伊、|勺ぷまで、行って作むこともできないので、伊平屋の神機へは上具志川御歳、御

せじ川の1111へは相ffi)11の御せじ、火ネ11Iの御せじへはこちらの火神の御前に取り次ぎ、
御放の庭で伊平屋にIIIJかつてネ11I伴すればよいということであった。 8刀10日の伊

判長ぬの祭11にイrrJ" Iで1111測を)11意して、 7、8年の問、神拝を行ってきたとこ
ろ、そのやりノJでは作みが届かないので、こちらに新規にさしぶ神女を仕立てて

1111.jfしなければいけないと言われ、乾隆35年 (1770) 5月から神女を立てて仲
村を始めた。このようにネ111拝を行っても、 8月かしきに行ってきた例式は伊平ι

ねの水撫を行う習わしなので、こちらの火村lから始めて樋川御j款を拝み、御j款の

8月10日に、

上共ぶ川の火ネltおよび御美前を拝み始めた。川御水はさしぶネrl1女から始めて一門

'11が水撫をする。

」のように神持を行うようになってからは、 一門中に男子が繁栄するようになっ

たので、この例式を代々失することなく守り続けていくべきである。

新しいさしぶネ11I女は、共，志川筑笠之の妹で、安座名のかまど呉屋の妻うしであ

る。)

( 4 )イi述、何年八月かしきに、 一門巾相J前、御へいなて、又ハ伊平屋へ向ひ、直ク拝
(民例式の{義、 I町にtll1さしふも、御さしいて被成、十はら中ハ、御供にて、をかみ
Irpp 111、父以、み1qlより御座候ニ付、乾隆四十九年甲辰八月十日より、御さしふ
も御/H被成候。危、みはなハ御さしふ江さし上侯。

)Jかしきには-11I1t:.fJ揃って水撫をし、伊平屋に向かつて神拝を行って
きたが、例式にはさしぶ付l女も直接に出席し、 10支流はお供を出して神拝を行う

よう判l微から知らせがあったので、乾隆49年(1784)8月10日よりさしぶ神女も出

席するようになった。なお、御イヒはさしぶネrty;に差し上げる。)

(5 )込J.、今帰仁、伊平尾、 三ヶ所、みネItl御せぢ御壱ツにて候由、御座候ニ付、毎年、

イィ iヶ所へ、御取分Fl:1上、御搾イ上可申侯。且又、供物ハ此中の通ニて、伊平屋井

辺士、今帰仁、取添御作仕可申候。

(辺土、今帰仁、伊平屋の3ヶ所は、神せじが1つということなので、毎年この
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3ヶ所へ神汗を行わなければな らない。供物はこれまで通りのものを、。PF.屈な

らびに辺t.今帰仁にも献じて拝まなければな らない。)
( 6 )伊、1;:尾白みネ11'者、御三人ネ111かさへ被成侯問、作廻、又ハ御祝ニハ、み花三御前相|

添作候而、御さしふへ上巾侯。危、八九年程ハ、みはな米ハ壱御前差上為q-1事候
処、御符 IJイ7之、 -御前共御差ふへ上申侯。且、御重三御前ニ武次も差上、御Ii

水ハ武令;U(-対ニi市作q-1侯。
(イp、|乙尾山の1111様は3村lが重なっているので、神拝や祝儀には、御花は3御前を
献じて好み、そのあと、さしぶ神女へ差 し上げる。もっとも、 8、9年の間は御

北米は l御前差し上げていたところ、各めがあったので、 3組ともさしぶ神女へ

ぷし Lげる。かつ、街j重3御前に 2つずつ差し上げ、御五水は2合瓶l対を上げ

て作む。)

( 7 )毎年六月、御祭ニ トはら lド作物の御初とて、ネrlJ酒相調、おとのニ御さしふへ上、

11111"fイ1:IIJ Ip侠。若御さしふ御H段の棚ノ¥御たもと所へ上御拝仕侯而、御初者差仁

させIIJ'11候。

(毎年6)Jの御祭(ウマチ)には10支流の家系が作物のお初として神酒を調え、

たもと(脇付け所へ上げて十rll}手し、お初は差し上げなければならない。)

( 8 )イp、|えjdj;Jみ1111街j同人ノ¥本元今掃仁は伊平屋のまいなく方にて、此前み神作週、

jくハ御似のIIS:、みはな術JiJtニ三飾差上来侯。危、御祭之時、街j盆ハ御武ツ差上侯

処、伊、|勺長の御1111、倒j一人ハ御本御神、御一人ハおめなへ御神にて御座侯問、御
盆試御lYrJ 1-.、壱御前には、御さしふ本へ差上、壱御前ハ御盆上所へ御残り被ード

供111、点度 三年γ巳正月五日より四月迄、矢IJ念提親雲上、次男むたに、御ネ111御直

に、御さし被成侯付、 一門中、熟談之上、 三月御祭の前日、此元より上始、以後

処之述、 三御前へ差ーヒ巾侯。且又、御さしふハ、此前之通、御三人御かさへにて、

御添被成侠111、是も御十111より、むたに御よす事有之侯。

(イ戸、|ξ屋島の111J様同人が本元で、今帰仁は伊平屋の女方であるので、ここでの判!
1Fやお祝いのnjは御花御霊に 3飾差し上げてきた。御祭(ウマチ)のときには御

徐は2つ注しヒげるが、伊平屋の村1はl人は本神で l人は姉妹神なので、 l盆は

さしぶ厄へ、 l徐は御盆 iニげ所へ残して与えるという 。嘉慶 2年(1 797)正月

5 IIから 4

イ11]" 1で熟談の l二、3)1御祭(ウマチ)の前日にこの元(おもろ主取家)から上

げ始めて、以後順次3御前に差し上げる 。かつ、さしぶ神女は、前の通り、神様

3人Eなりとしてお添えをされるよう、これも村!様からむたへこ:忠告があった。)
( 9 )イi述、みイヒ御重ノ¥、 二三御前御飾イ上拝ミ、御五水ハ試合瓶一対にてをかみ来侯ニ付、

伊平尾ノ御利11i卸両人ニ、今帰仁御壱所合、御三人、右御五水四合差上侯付、御壱

人壱合余りも仁巾侯筋にて、御不足之段、悉く御各自被仰付、御尤至極奉存侯。

段々、御事分を以、漸十ltふこり被遊候。然者永々、其例能々見合用ニ書知シ申侯。

御li水官沸試合、御壱所ニ試合宛、みはな責t11-七合、御壱所ニ九合ッ、、御重ハ
次、御壱所ニ買に次宛。

(右のように、御花御重は3御前を飾って拝み、御五水は2合瓶1対を献じて拝
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んできたが、伊平屋の神機2人、今帰仁 l人の合計3人に対して御五水4合では

1fl1様l人に対して 1合あまりを上げることになり、不足であるとのお各めを受け

たことは、もっともなことである。少しずつ整用して漸く神様もお喜びになった。

したがって、永々そのやりノJを参照するよう書き記しておく 。御五水 1升2令、

lヶ所に 2合ずつの対、御花は2升7合、 1ヶ所に 9合ずつ、御重は 6重、lヶ

所に2iJtずつ。)

(10) ト1J、御水撫之儀身、本文例式相替不中候得共、此元ハ本元ニ付、男子、

!J:. r 一門中ハ壱人ッ、罷出侯ても、相済申由、是X、御利l

より御さし'JtイJ之候問、以後、共通御請巾上置候事。

(何年8)J101Jの水撫の儀式は変わらないが、ここ(おもろ主取家)は本元なの

で!JJy:全μ参列するが、 イIrJr l'の他家は l人ずつの参列でよいと、これまた判!織
からお(!?げがあったので、以後はその通りに了承している。)

(11 )イjIri111与、伊平片品へrf1Jひ、御J刊込ハ、御獄の庭ニ石植イナ、其イゴ印にして拝米侯処、

jU直ニてはJ

イイ被}必候イナ、早速VLI)jニ;ri ¥J.、中ニ石香炉飾、砂置調直侯問、御村!御直ニ、むた

へ御ふこり {1れ佼111、御さし有之候。

(イiと11111時に、伊平j長島に1iJJかつてネIIIJ平を行う場所は御j款の庭に石を据え、それ

を1-1r:11にして十111}下を行ってきたが、それでは持所の区別がつかず忘れてしまうと、

むたに惣いてお谷めがあったので、さっそく四万に石を立て、中に石香炉を備え

付け、イ沙を敷いて調えたところ、ネrr織が直にむたに告げて喜ばれた。)

(12 

たj(:iyjまかるハ、さはくり役之願意にて、惣御地頭、御供へ差出置候処、 fiYJ

佼棟、被仰イJ依付、 Jt段殿内lド上、嫡子たる跡次、主取役ノ願窓相究め申候。
(知念:ji;親主主1'-の3J子3人のうち、嫡子たるは主取役を志願して稽古させ、次タJ

むたと 3!JJまかるはさばくり役を志願して殿内へ奉公に出していたが、 3男まか
るは、 街llfi船を迎える前で、公儀からも、主j収の子供から 2、3人おもろの稽占

をさせるよう仰せっかったので、その旨を殿内に伝え、嫡子たるの跡継ぎとして

L取役を11指すことになった。)

(13)次!JJむた儀ハ、さはくり役之願意にて、キ日勤居候処、己三月、俄ニ気界相替り、

JG 

ifより、神のみおやたいり、系図の如御座候処、彼ノむた儀、何とて、神の元み
おやたいりふれ始て、他人供下内召成使シ候儀、おもろみ神御前より、御免不被

台寺

ド候Illj、八ノト、御陶fを以、おもろ御奉公相勤させへく由、むたニ御座シ召れ候問、

Iリ成粍ハ、さはくり相勤させ度、志を以、段々御事分ケ申上侯得共、病気別て相

地り、最与"半死平生之境ニ差当巾ニイ寸、御神御さしの通、御請イ上、御供、御断申

上候。夫より快気之体イ(1見得、持fr助命仕侯。此家別之御奉公相勤侯儀、曽て不罷
成段、以後共、おもろおみやたいり入念相勤侯儀、段々ニむたニ付て、委ク御さ

し有之候問、 f孫能々其所請nJイ上侯事。此家之光、猶相増り申候問、その由有筋、
凶流置侯事。
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(次男むたはさばくり役を;志願して勤めていたが、 1797年3刀、突然厳相!が変

わり、驚いていたところ、おもろ御神加万IS志からお告げがあり、ここ(おもろ主

取家)は1111の元、首・からネ1114}iを司るところで、系図に示されている通りである 。

むたは、どうして神の職務を振り捨てて、他人に渡してしまうのか、それは、お

もろ1111が計=さないので、すぐに決断して、おもろご奉公させるようにと、むたに
おiitげがあった。できるだけさばくり役を勤めさせたいという志をもって、あれ

これIiい訳を'11し卜.げるけれども、病気がますますひどくなり、半死半生の瀬

際にさしかかったので、ネ'11織のお告げの通りお受けし、神様にお仕えする旨を申

し1'，げた O それ以来、快ノjにfbJかう様子がみえ、漸く命が助かった。この家は、

他のごポ公に就くことはできないので、今後ともおもろ神事職をしっかり勤める

よう、むたに惣いて詳しくお告げがあったので、子孫はよくよくそれを受けとめ

なければならない。この家の光がますます増大するよう、その内容の粗筋を書き

側めておく 。)

以上が、

比の11¥米'Ji-の続続は概|栴次のように経理できる。同家には後継男子の出生が少ないので、

その以凶をIYJらかにするべく、ほうぽうで占ってもらった。すると、元祖が伊平屋烏の出

J1{のtlllのための祭化を始めると、男子が出生するようになった。しかし、その後も神のお

のように全体が経緯していることが読みとれる。このような経緯を子孫、に伝承するために

このr111米記jが作成されたのである。

[ 2 ] .放の系譜関係

全体の経緯に続いて、おもろ_E取家一族の系譜関係および主な人物の事跡が記されてい
る。そして注11すべきは、各人の位牌や墓の所在、その祭把などに関する詳細な記述がみ
られるという点である。二E府が取り入れて間もない清明祭の実施に関する記載さえすでに
はえている。つまり、位牌や暴を対象とした祖先祭紀を念頭においた記載内容となってい

るのである 。そのうち、登場人物の系譜関係を確認できる範囲でまとめたものが図2-1で

ある<'

めに口IH_に山て、宜野湾の実家には、その弟で次男の具志川筑登之親雲上が残った。元祖
謝才1JL志川親雲J'，の位牌は安仁屋親雲上によって首里に移される。この2世安仁屋親雲上
が、この家系における初代おもろ主取となる 。以後、 「安仁屋Jが歴代主取職に襲名され
ることになるが、この安仁尾姓の継承は、初代おもろ主取となった安仁屋親雲上が、おも

ろ主取役に就いたとき、それと同時に、宜野湾問切安仁屋地頭所を授かったことに由来す
る。
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，0白がね大あむ しられ
ム純子安仁屋親雲上一一-L';'子 安仁屋毅雲上
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，0垣花の儀間筑毅雲上の妻
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との間に出生

，0石川錠毅雲上の妻
| 後ん盆

ム嫡子 安仁屋筑畳之親雲上ーム養子安仁屋筑登之親雲上」 先妻の子

費;9代神歌主取 第10代神歌，1:取 トム純子安仁屋筑登之毅雲上
妻はA志喜村仲本の女子お戸 第9代将歌主取の餐子 ; 
第の3男を.子とする 先妻は伊佐¢女子かまど ! 妻は伊佐の女子かま ど
1835年死去 2妾11衿山村伊礼の女子お戸 2奏の子

ム次男 安仁屋提案見雲上 1 1877年死去63声霊

前安仁屋 LOかめ母前
ム3男 安仁屋筑畳之毅雲上 2妻の達子

第1 父親li東村上の蔵の上三まえ視委上
第9代神歌主取の餐子

0前知念親雲上の妻
知念小

A嫡子安仁畠筑親

ム次男 安仁屋錠親宴

後安仁屋

.6.3男 安仁屋旋親会
前安仁屋の.子

.6.4男安仁屋挺毅骨
上末吉の鍵笑子

ーム5男
0女子
12銭で死去



この初代安仁斥親芸上は系凶を許され、上族となるが、その fの代にJ=f.くも後継問題が

らである。そこで、宜野湾の実家を継いで、いた弟具志川筑登之親雲上の次男が3代目おも

かもしれない。これ以降、この家系でおもろ主取職が受け継がれて行くが、この家系は系

5uの職俸が与えられるようになるのはこの3千に口からである。

rlll米記j作成の契機となるという意味で注目したい点は、 5代 Hおもろ主取以降の継

JK関係の複雑さである。5ft r 1おもろ王取には男子がいなかったらしく、弟で次男知念親
芸1:の長男を長fとしてこれに主取l慨を継がせた。しかし、この 6代目おもろ主取は26歳

の)'，さで死去する。そこで、 7代日には6代日の実父が、 「安仁屋」を襲名しないまま継

るト、7代11は臨時的な代用と認識されていたのかもしれないが、子供の跡職を父親が継

ぐという彬めて変川的な継永が行われており、この時期、おもろ主取職の継承に苦慮して

いる級rがうかがわれる。この 7代日の知念親雲上とその子の代に、ほうぼうのユタ姻り
が行われたものと忠われる 。6代ト!おもろ主取が死去したのが1762年で、伊平屋関連の

その後、 1797作、 8代日おもろ主取の次男むたにおもろ神が降り患いて、おもろ職に専

念するようおi!?げがある。これは、 1800年に尚温のための1lJ}封使が来琉することになっ

ていたため、 れがfからおもろ職に専念するよう要請されていた時期に相当する。主取家で

はI:.){.fの契約を;行けて、長男の後継者以外に 3男にもおもろの稽古をさせていたが、おも

ろj眠から外れてきぱくり役を ri指していた次男むたに1rl1惣りが生じたのである。このとき
むたは20歳出j後で、あったと忠われる。

l3 ] 7代11おもろ主取矢11念親雲上およびその子知念旋親雲上による識語

系!?J?関係の条1作きに続いて、 7代日おもろ主取知念親雲上およびその子知念提親雲上に

よる識liiiがはられる。矢11念錠親雲 !ことは8代目おもろ主取安仁屋筑登之親雲上のことだと

忠われる。おもろ七取家では、 「安仁屋」がおもろ主取職継承者の世襲名として用いられ

ていたが、7代1Iに|浪つては、前述の事情により、安仁屋を襲名しないまま主取職を継承

したためにこのような事態が生じた ものと忠われる。

2人の識訪のうち、 7代目おもろ主取知念親雲上の識語は1783年(乾隆48)に記され、

次のような内谷である。

イ7通Je，Hl之山米作Ji云イt候。然者元祖之光を以、代々神歌主取役被仰付、御扶持被成下、

候、子孫之者、此趣、共ニ夫氏女nイ士、おもろ御双紙見開講釈、又者おもろの曲数無伝失
可相勤候。且又、先祖之孝行可専要ァo

附。主取役之儀、諸事正敷執行イ土不申ハ、不l叶役目ニて候問、イ可篇義理正道にして



おもろ稽l'i人、繁栄イ]:させ候綴、能々可念人儀、可専一事。(7 ) 

Je1fiの威光によって代々おもろ正取職を授かり、扶持および座敷位を受けていることに感

謝するとともに、J:.取役は必ず[1分の家系から継点させなければならないこと、したがっ

て、子孫は、それをノ兵矢11して、おもろを伝え、そのll1Jを伝失しないよう勤めなければなら

ない。かつ、机先の孝行にも勤めなければな らない。さらに、主取役は諸事正しく執行し

なければならないので、義男lll[J_丘を保ち、おもろ稽占者を増やしてこれに専念しなければ

ならないとつけ加えているのこれが記されたのは、先述のように、おもろ主取の継承に苦

慮していたII，'j:J切に、円たるが、その状況がこの識訪の内容に反映しているように思われる。

次に、知念親雲 Lのr知念綻親雲上による識語は嘉慶2年 (1797) に記されている。こ
1安仁斥筑な之親雲 l二の次男むたに神懲りが起こった年に当たる。したがって、

その内科は次にノドすようにその十11'滋りを中心としたものである。

イJ}じ机山*Jt.御111'事之次第、本文弁朱書を以、委曲書流置候処、永々、元祖跡目相成

見え依処、 11寺々俄ニ息引人、武11寺程、少も不通、其以後五体引張り、相絶、段々危気

7JIJ 1M 

段々 奇妙)点字被仰j間候。尤、神事Jt元祖、彼是細々不残御ざしの通、上座本文井朱.，d，.

J二羽!見符依IIlJ、ぷ於以後、 一門より、時よた、叉ハ占事有之、右次第書之外、例替杯

|品川又ハ例i[I引入Q1111'111民共、曽而取持問敷候。尤、伊平屋島ノ御神加那志、より、

おもろ御十111JJII )]IS志御両人組手合し行れ、諸事欠日;有之候処、御直ニ、御ざし被仰間候

J、永々 イi書問伝失杓守候儀、肝要之事ニ候。且又、此元子孫より、余之御奉公布!勤

させ依ハ""!lリ御1111より御牲日に逢候問、御双紙見開講釈、おもろ山数伝受候。 (8) 
れによると、むたは1797年正月 5日の夜から変調をきたした。引きつけを起こして半

す病気がひどくなり、驚き入っていたところ、 2月15日頃からやl'の言葉を告げ始め、 4刀
までtlll'J1.の不){な点、水撫、按司|時代のこと、おもろ大神のことなどを語ったという 。そ

こで、そのお行げの内容が新たに書き加えられたのである。これに続いて、神事や元祖の

」とに関して将米の変更を戒める記述が見られる。すなわち、これ以降、 一門のものがユ

タ了{いやIliいlJT.をして、これ以外に変更したりつけ加ることを申し出ても採用してはいけ

1;，いと記されている。さらに、伊平尾島の神様とおもろネIII様の祭把について、いろいろ欠

けている点があったが、LRにお行げがあったので、記録に留めて永代伝失することなく守

り続けることが肝安であるといい かっ この家系からおもろ職以外の奉公を勤めさせる

と付!被からお伴めを受けるのでお もろ双紙を開き、講釈し、おもろの曲を伝授するように

と述べて、子孫がおもろ職に専念するよう諭している。

[ 4 ]おもろ主取家の享年刀円
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識語に続いて、始社iと歴代おもろ こE取およびその妻-f-の享年刀日が記されている。衣
2.1がその一覧表で、ある 。表中、名前の前に付した数が歴代おもろ主取職の代数である 0

5代日おもろ主取は、本文には記されているが、ここには見あたらない。また、 l代目と

2代11のおもろ七取については、位牌と死骨が行方不明になっていたので、光緒 3

(1877)12月7IJに城の花の墓を開いて確認し、位)同!も仕立てたと記されている。この 2

人は、始相の長男筋に当たり、首型に山て土族となるが、その後、この家系は衰退してい

たのである。

以上が {おもろ主i収家元1ll山来記jの全体の内容である。

3瓜 『おもろJ:..ゆ(家JC組山米記Jの分析

[ 1 ]作成の先端一問題の発んー

おもろ t取家が WIII米日jを作成する発端となるのは、主取職を継承する男子の出生が
少ないということであった。この家系は、前述のように、無系でありながらおもろ主取職

のIII.Wlを許され、 5イ{汁4扶犬J持寺を受受，けるとしいミ寸う特異な家柄であるが、 1783年の最初の識詑を
11川II川，1，した7イ代tlリl矢知11除念1刻北袋 l上:の[時侍イ

，'，身、 I件!止した長男の主取職を、 しかも 「安仁屋」を襲名しないまま継承す

るという状況であった。また、この|時期、王府内部でおもろ職の代替わりが論じられたょ

っである。 W鎌余万太郎ノートJには、第 6代おもろ主取が死亡した翌年の1763年頃の
ものと忠われる「十111歌人数代合之事Jという見出しが付された史料が筆写されているが、
それによると、おもろ親雲上が3年の任期!とされる一方、主取については次のように記さ

れている。

十11日:fXt.取之儀、御双紙等見開、 Illl数不残相伝、惣q:::J江伝授させ候勤職ニ而代合イ上候而

9 ) 

おもろ七取織は特殊技能職であるが放に、任期制とすると支障をきたすので回定役とされ

ているが、この決定に|探して主取職の任期j制も検討されたものと思われる。こうした事態

この危機的状況にいたって、主取家は極めて沖縄的な行動に出た。すなわち、 『由来記J
にほr)j1{ 「時よたニ占

刷;仕候 (10)Jと見えているし、また、現在のY'I'縄社会の慣習から判断して、 「方々
)j f L依Jというのは、ほうぼうのユタ的職能者に依頼してその判断を仰いだということで

あると考えられる。おもろ主取家では、後継者不足という事態に至った原因とそれを解決

するための方策を、ユタ的職能者に求めたのである。このようなユタ的職能者の利用の仕

は々、現在の沖縄社会で、もごく 一般的に見受けられるものであるが、それが、 18世紀の近
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表2-1 おもろ主取家享年刀 tI (人物胃頭に番号が付されたものは歴代主取)

I謝グ!具志川親雲上
)11附181r:(1661) IFJJ 23 1 I I妻
版!明40年(1701)6JJ 911 I [lJ安仁屋親雲上(寿86)
成熊39年(1700) 9 } J 11日 I [2J安仁屋親雲上(寿56)
成照10年(1671)5 J] 2 r1 I具志川筑登之親雲上(謝名具志川親雲上男子)
成照5年(1665)6 ) J ] 6円 | 妻
W!明18イド (1709)10JJ2 IJ I 大謝名はあ前(具志川筑登之親雲上女子)
7イド (1729)9)J2311 I [3J安仁屋親雲上(具志川筑登之親雲上次男、神歌主取、寿85)
乾|畦5年(1740)9)]28U I妻
乾隆23イド(1758)11JJ10日 I [4J安仁屋筑登之親雲上(安仁屋親雲上嫡子、神歌主取、寿78)
制的3年(1778)3 n 29 rl I 妻
乾|珠27ir:(1762) 12) J 27 r1 I [6J安仁屋提親雲上(安仁屋親雲上次子、直父ハ知念親雲上也、

削吟S1イr:(1789) 8 n 9 
(1792) 7 ) J 4 IJ 
(1803) 9 )J 2 IJ 

辺光5年(1825)3)J 1] f1 

辺)t15年(1835)5 ) J 28日

成時2年(1852)8刀21口
3年(1853)11月17
辺光22年(1812)10) J ] 3日

光給3年(1877)8 JJ 21日
(18G2) IITJ 8 )J 29日

|引fi3年(18G4)5 } J 2日
l，iJifi 6イf(J 867) ] ] n 15円
JL*行5イr-(1879) 5 )J 1G円

神歌主取、但、死骨ハ城ノ花墓所、年26)

妻(前知念親雲上妻、寿84)

[8J安仁屋筑登之親雲上(神歌主取、童名武太)

妻(寿84)

[9J安仁屋筑登之親雲上(神歌主取、童名たる)

妻

[10J安仁屋筑登之親雲上(神歌主取、童名まかる、寿73)

妻

[11J安仁屋筑登之親雲上(神歌主取、寿63)
武太小(安仁屋筑登之親雲上孫、歳4ツ)

かまと小(安仁屋筑登之親雲上女子、歳12)

かめ小(安仁屋筑登之親雲上孫女、歳4ツ)

かまと(安仁屋筑登之親雲上嫡子、歳7ツ、仲安仁屋ニ成消ル)



者不)iという不測の事態はユタ的!仕界にその解決の場が移されることになる。

[ 2 ]始犯の山来 -士族としての 物語の獲得

ユタ的職能者-との接触によって、 4:取家では、継ゑ者不足は次のような系譜上の問題が
IJ;[IAiであると f解される。すなわち、 jミ取家一門の始1J1の山身地が伊平屋島であるという

の後継リ3fイミJEという事態を抗いた原肉であると了解されたのである。主取職の継承者不
Aが1fl先の般地の十rll々 への祭犯の不備と関係づけられ、両者の因果関係として了解された
のである。

興味深いのは、 ユタ的職能者を利川することによって、おもろ主取家の系譜が伊平1主 ーレ

)JI)/ 

いうのは、その伊平照烏からの脱山諦の内容から、第2尚氏琉球王朝を興した尚円王であ

ることがわかる。尚IlJEは_Iju:

イlでも yllJ純では広く矢11られているからである 。たとえば、琉球王府編纂国史の一つである

|劇場jには次のように記されている。

J 1:金丸、'1::れて賢徳有り、父を車，11けて耕を為す。宣徳九年甲寅、金丸二十歳にし

て、父1:J1Hに張ふ。II.J.に弟、 33J戚は五歳なり。金丸、憂苦し、農を以て業と為す。天早

jl; 

)戊えJ(;I r午r:、 J成友..'I-Vい川L月!のとき、克に山閣を棄て、 自ら妻弟を携へて海-を渉り国頭に至る。
(IJ) 

」れをみると、 hlJ米記Jに記されている伊平屋王加那志に関する記述は、この [球陽J
のJic
史的英雄のIU1'1 却と後合され、系譜においても尚円玉の一門に組み込まれているのである。

ところが、この「発見」というかたちでの尚円王との接合に関しては次の諸点を指摘し

なければならない。第1は、 rrlJ*frGjでは始祖謝名具志川親雲上の死を、墓中の銘に基

ついて1655年と伝えているので、尚円王(1415

jωIlffは、近世初頭には謝名村といい、それが大謝名と謝名具志川に分かれ、謝名具志川

がJJUcの大山となったのである。つまり、尚円王のi時代には謝名具志川村は存在しないの
であるから、

地頭職も島津氏による侵攻以降の近世期に新たに設置された職制なので、尚円王の古琉球

i時代にはなかった。それにもかかわらず、おもろ主取家はその始祖の出自を尚円王に結び

つけている。始祖と尚円王との結びつきは、たんなる発見以上のものを含んで、いるのであ

る。つまり、 f由来記Jにおける始祖の由来は、沖縄の歴史的英雄へと接合され、沖縄の

文化的中心へと繋ぎ止められるような物語として新たに「創造Jされたのである。こうし
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rlを獲得するこ と
になる。

おもろ主収家を襲った後継男子不起という事態に対処するに当たって、同家の系譜の確.

認およびそれに日[Jした位牌や墓の所在、祭示日の有無やそのjj法などの確認が行われている

l!.にも注目したいo r山来記Jには始祖の由来だけでなく、始祖以下の系譜に関しでも詳
細11な記載が見られる。初期の系譜については、墓を開いてまでその確認が図られているの

である。又、各人の位牌や墓の所在についても詳細に記されている。このような系譜や位

JW、尾への関心は、、1'，時すでに行姓階級にも士族的制度物が浸透しつつあることを示して

いる。つまり、後継児 f不起という事態への対応が、疑似士族的なアイデンテイティを受

存するという )jl['Jで進められたのである。 しかも、それがユタ的職能者の指導のもとに行

われているという ことは、当時すでに士族的制度物がユタ的災因論と結びついていたこと

もぶしている。

[ 3 ]ネ1-1先の祭紀一物語の実践

「発見Jという仕JJで「創造Jされた疑似士族としての自己物語は、その物語に向かつ
てI'ILを企投することを要求する。物語が生きられることによってアイデンテイテイは獲

11・されるのである。おもろ主取家に対して、ユタ的職能者が示したのは、始祖が尚円玉と
/1'1系請に属するという新たに獲得された物誌に照らして、忘却されたままになっている

!1{):dの十111々 に対する祭配は、主取家一門が、王統の流れをくむという物語の実践として行

うべき ものなのである。祭犯の実践を通して自己の物語を生きることを要求したのである。

しかも、祭化の実践には ー定の形式があり、形式を誤れば祭記は効果があがらないとされ

る。最初は、現府住地区内の上具志川御獄の庭で、伊平屋に向かつて「取次」という形式

でf)1、1;:Jせの十111に対する祭犯を行った。しかし、 7、8年後、このやり方では拝みが伊平屋

まで、hllかないということになり、新たに神女をたてて祭紀を行うようになった。祭杷形子

の修lEi:-辿られたのである。そうすると一門に男子が繁栄するようになってきたという 。
flおもろ主取に 3人の男子出生があつたことを指しているものと

!L 

は(雌Ij晴徒fI住it;認したのである O しかし、その後も祭杷形式の修正が行われ続ける。この祭記形式の

修正をめぐる動liiJのなかで、.:E取家にとって大きな出来事は、矢IJ念錠親雲上の次男むたの

体的発作が続いた。ユタを利用しようとするとますます悪化した。やがて、 2月15日頃か
らrlll祭胞の変史について詰るようになり、 4月まで種々の発言が続いた。むたのことば通
りに諸事を整えるとむたの異常が治まったという 。これによって、むたの言動は神からの

直接のお告げだったと確認されることになる。

、のような過程を経て、新たに受容された祭把の細部が整えられていく 。それは、おも

ろキ取家が疑似士族としての自己物語の世界を生きる生き方が発見きれ、獲得されていく
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過程なのである。

[ 4 ]祭犯のl判定化 -疑似士族的アイデンテイテイの獲得

以上のようにして獲得された，-，己物語とそれに基づいた祭紀は、記録され、伝承される

ことによって同定化が行われる。 r111来記j を作成すること自体、伝承の固定化が意図さ
れている。とりわけ、 この W11])iと記jのなかで、固定化という点に関して興味深い点は、

むたの1111惣りの際に、ユタ的職能者を利用することがむしろむたの症状の悪化を招いたと

いうこと をsI!_f11に、 ユタ[内戦能おやI片いを排除し、将来の変更を戒めている点である 。

1111糸川 作成の発端は、 ユタ的職能者との接触であったにも関わらず、自家の男子むた

にや1I惣りが起こるや、その言がネ'11告として絶対化されているのである。それ以前にユタ的

附防の|刻lj-によって しばしば祭耐変更を余儀なくされている様子がうかがわれるので、

、とになる。

また、このよ うな-述の山来事の経験を通して、とりわけ、むたのやl'懲りを通して、こ
の家系に、おもろj:_取職はII家に与えられた天職であるという自覚が生まれている点にも
1):1'したい。すなわち、おもろ主取家に、自家は主取職以外の職に就くことはできない家

系であり、 I

，'， 

川町出射Iiにおいても、その実践過程においてもそのつど自覚されたものである。そして、

その，'，党が a述のアイ デンテイティ獲得の経験をへたあとの反省として語られるとき、そ

れは、獲得されたアイデンテイティの固定化に大きな役割を果たすことになる。

」つして、物話にそって企投された生き方が固定化され、伝承されることによって、ア

イデンテイテイの獲得が完成をみることになる。こうして、 「創造Jされたものは「伝統」
となっていくのである。

[ 5] (j姓階級による机先LB来記の獲得

以上、 [おもろ主取家元在l由来記jの分析を通して、近世期において、百姓階級である

おもろ t取家が疑似 L:族的なアイデンテイテイを獲得する状況を明らかにした。分析にあ

たって、自己のアイ デンテイティを括るがすような事態に直面したとき、その状況のなか

で、自己がどのような物語として再了解されたのか、つまり、自分(あるいは自分たち)

とは何なのか、自分はどこから来て、何をなすべき存在なのかといった事に関してどのよ

7な物語が獲得されたのか、そして、それに向かつてどのように生きられたのか、また、

それがいかに固定されていったのか といった点に焦点をあてた。その結果、次の諸点が
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近|任期に士族身分の成立とともに形成された_1:族的制度物が、後継者不起という事態を

契機にユタ的職能者を媒介として百姓階級に浸透していく検子を確認することができた。

しかも、たんに上族的制度物が模倣されるというのではなく、それがユタ的職能者と結び

つき、その特殊能力によって過去のより高い祖先へと系譜が遡及され、新たな祖先が発見

され、また、ユタ的災閃論と結びつくことによって士族的制度を実践しないことが災いの

原闘とされ、その結果、何Lむなく受谷せざるをえないというかたちで上族的制度物が取り

込まれていく状況が明らかになった。このようにして、 18世紀後半という早い時期に、お

もろi:取家は、行姓|階級であるにも関わらず疑似士族的なアイデンテイティを獲得するに

いたったのである。
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第2節 『三司官伊江朝睦日日記Jの分析

19世紀初頭の士族社会においてすでに、私的レベルにおいては王府公認の系図に記され

た系譜関係を越えてさらに過去へと系譜を遡及しようとする機運が生じていたことを示し

たい。上族的制度物が、当の上族社会において新たな価値を帯び、つつあることを示すため

である。

L1記j (以下 ru日記Jとも)の筆者、伊江朝睦は、その本家筋の
rIIIJ9'j:_家制 (イJfy[家)によると、第2尚氏王統の第4世尚清王の第 7子伊江朝義(唐名

前京賢)を始机とする家系に生まれた(12)。朝睦は別家譜を仕立てていたが、その系区

は失われているので参照できない。 したがって、彼の詳細な経歴は不明であるが、 1782

4から1801イドまで尚穆、 lYGj晶玉の_ liJ iミを勤めた王府の中核的士族である。その伊江靭j

I iJ行イf:職qlの1784年から隠居後の1816年まで書き継がれた日記が『三司
H1J1rJAJJ 11 H F，G jである。 jAIノドはすでに失われており、現存のものはすべて1861年に

年Vされたものであるが、 7Intが現存する。内容は、伊江朝睦の日常生活記録が中心であ
るが、たんに彼の例人記録にとどまらず、当時の政治・社会 ・文化、あるいは士族の生活

第1

まず、伊江家における新たな祖先の発見が『日日記jにどのように記されているかをみ

てみることにする 。それは、 r Fl R記Jの1809年 5月3口付の日記に、次のように記さ
れている。

:11 

1.-弘前儲flllJ、奥平殿内へ罷出、伊江按司御伯但母へ相談申上候処、弥此節より

御棚イ1:¥!.、{前j芯供ぷ 1..候筋、御相談相決罷帰候処、右様の儀跡々より無之候を此節

り十11 ( rj 1I1l作)候へ者、軽々敷取計得候ては如何敷儀にて、宜寿次親方、上与方自

民{税)J相J(↑相談いたし候処、謝名奥間大親は察度王御代、国頭奥間大親は尚円御代

にて、御l時代より杭!考候へば、議I名奥聞大親は遥に御先の事にて候得者、謝名奥間

大親御始相J子、同政間切御素生にて候哉、然と相分不申侯問、得と相札、御相談申
J-度侯|問、此節迄-f1-此l-fJの通執行侯ては何様侯哉、上与那原里之子親雲上奥平へ差
、叫L侯事。(13) 

「謝名奥聞大親御先制」に対する祭犯をどうするかということについての門中内の動向を

ることについて、昨日 (2日) 、前川親雲上妻と富盛祖母が奥平殿内へ出向いて伊江按司

10祖母と相談したところ、いよいよこの節から棚を仕立てて、 「謝名奥聞大親御先祖」に

新しく始めることだから、慎重を則して 宜寿次親方と与那原親方に相談したところ、謝
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名奥!聞大親は察度[の時代、国頭奥!日!大親は尚 11Jのi時代である、時代から考えれば、謝才1

奥!副大親ははるか先代のことであり、謝ぞI奥問大親御始祖が国頭間切の素生かどうかは っ

きりしないので、よく調べて相談したいということになった。それで、この節はこれまで

j別行つてはどうかと L与那原虫之-I-親雲上を奥平の伊江按司伯祖母のもとへ使いにだし
たという主旨である。謝名奥間大親というlli先が新たに発見され、その祖先祭記をいかに
1i'うかということについて門小内部で調整を行っている内容である。注目したいのは、ム;

t'lたちが積t極的に動き、性急に祖先祭犯を実行しようとするのに対して、男性たちが慎重
な態度に山ているという構関が読みとれる点である。というのも、沖縄においては、この

ようなtU先祭配に関する場面で女性が積極的に行動するときには、ほとんどの場合、その
k性たちの汚動は示教的権威に支えられているからである。文中には出てこないが、この

!Z"Nたちの積械的関与の背後にはユタ的職能者の助言があったか、あるいはこの女性たち

のflJにユタ的能力を持った者がいるものと思われる。そして実際、これから引用する日記

謝名奥11:1大親についてであるが、この謝名奥聞大親が伊江家の家系とどのような関係に

あるのかに|刻する記述はみあたらないので、現在のところはわからない。しかし、興味深

いのは、謝名奥山!大親が察度主の時代の人であると記されている点である。そうであれば

謝名奥1111大観は141任紀の人ということになるが、 一方、伊江家は大宗家の始祖伊江車JJ義で

判、ほぽ2IIt紀のII_J:IHJ的隔たりを越えて系譜が遡及されて新たな祖先が発見されている

のである。発見された191任紀初頭の時点から数えれば400年以上も前の祖先が発見されて

いることになる。ユタ的特殊能力を駆使しなければとうてい系譜をたどることはできない

11川的距離である。

先のリ1)1 jは、 1:. 1 j-JJI$}京I[之子親雲上を奥平へ使いにだしたところまでで終わっていたが、

それに続けて、イ史1tが戻ってきた後のことが次のように記されている。

¥人柄111.J.7}l:ら郎原能帰JTK侯在、前文の通此方相談の趣逐一申上侯処、 lrt儀与風御考
を以てlIi=lll)iJ川淵雲上妻、富盛祖母へ為被仰間儀にて無之、此前より段々御思慮彼
此佼処、是非共謝名奥|聞大親御元組は御信仰j無之侯て不叶儀と御決、此内右両人御

行為:御談被!必御合侯処、イt合右ドlij人罷出候二付、則此程御考の通為被仰聞事侯、謝

字l奥I1U大観御iC11lは何ぞネしノi不及、国頭間切御素生の段は別条蕪之事侯問、 一日も
¥L御信仰Jイ1侯方、 A 門IIJの為筋と被思召侯問、猶予不致、 一刻も早々相

決、共子当社皮儀と被忠仔U3、事々敷被仰間侯由。

附、、1'，分御安111イÛli敷無之巾侠へ者、富盛祖母御信仰仕侯御神者、兼て御相談の遇、

急度御殿へ御招請被成、御考侯問、共内者何れへも不差障場所へかりに奉居可然被

忠白山。 (14)

謝名奥附大親の祭配を始めるにあたっては前もってよく調べるべきであるという門中の男

nたちの意比に対する伊江按司伯祖母の返事である。彼女は、使者に対して、前川親雲上
長と宮感祖母に謝名奥間大親の祭犯の件を話したのは、思いつきではなく、前々から思慮

したうえで、謝名奥田!大親を元祖iとして祭犯することは是非とも行わなければならないこ

とと決して、話したものであること、謝名奥間大親が元祖であることについては調べる必

要はなく、国頭間切の素生で、あるのは間違いないので、即刻棚を仕立てて信仰を始めるの
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がrrjljJのためと考-えるので、早々に決定して始めるようにと事々しく聞かされたという内

容である。 r附」は、謝名奥間大親の祭杷棚の設電について、 当分はそのための座敷がな
いので、富盛祖母が信仰している神を御殿へ移して、そのあとに設置し、いずれは差し障

りのない場所に末記する予定であるということであるという 主旨である。

このような伊江按司伯組母の性急な要求に対する男性たちの対応が次日(5月4tJ)の

[1記に次のように記されている。

d、PLjn 11午11前文の通被仰聞伎に付、宜寿次親方、上与那原親方相招、致相談侯処、
j直伊y[按liJ御イI'ltfl-lま此程より御思慮の上被仰問、尤早々御信仰仕候方、 一門中為筋
にも能成佼111、段々分て被仰問侯にイ寸て者、御同意イ上候方可然と相決、上与那原型

之r彩L231:ぷj丘、 H午口被例j間1也、今日兄弟中相揃相談イ士侯処、愈御同意奉存侯問、
Iより、御信仰仕侯筋中上侯付、別て御喜悦被思召山、

御返詞術JJ恒侠41-0 (15) 
'((H次親)jと 1-_I j. )JIS )J;{親)Jを111いて相談したところ、伊江按司伯祖母が思慮された上で話

すべきである決定した。そして、 |二与万ISJ反里之子親雲上を使者として伊江按司伯祖母のも

とに泣わし、きょう兄弟そろって話し合いましたところ、同意しましたので、祭杷棚を仕

点てて今月の御祭のけから信仰しますと rpし上げたところ、大変嬉しく思うという返事で

あったという内符である。早々に謝名奥間大親に対する祭杷を始めることが門中のためで

あるという伊江按IiJ {I'I 111. ITJの忠告に男性たちは心を動かされたのである。そこには、それ

を行わなければイIIJか思いことが起こるかもしれないという予感が暗示されているようにみ

える。 リ}tJI:がりけLj安nJイ1'11UIJの言に非常に大きな信頼を寄せている様子がうかがい知れる。

のかも知|れない。

Hイ1:8 nのr1記には、同頭間切奥山j大親の祭把の変更についての伊江按司伯祖母からの
従来が次のように記されている。この国頭間切奥間大親は、 5月に新たに発見された察度

、問11

人税御Jetrlの儀、先年一prJlj Iより御祭杷無御座候処、去酉年御相談の趣有之、 一門

qlより点よ存親主主L、森山筑摩之、石川筑登之其外支共両人差遣、始て御祭杷イ土、

A芯)jのr}f.侯故、毎年直参難イJ候付、御墓所へも御案内を以、御土井御水取来、謝

名村何とr!J所へ御L御預け、又同所平松尾と司1所井川へ御水御預け、毎年八月一門
qlより名代差泣、医!頭間切へrtJJ直御祭杷イ士候例にて候処、年々於謝名向直し御祭配
仕迄にては尊恭不足、 一門中の為筋にも如何敷候問、当月名代差遣、以後は七年廻

に右通一門t!J名代差遣、御祭犯行:候例ニ仕度被思召候。此方へも得と相談を以て、

御返答可仕山被仰間候にイ、.J、宜寿次親方、仲村親方へも相談の上、思召の耗御尤の
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御事、愈々御|司意に泰存依山御返詞[和上侯事。(]6) 

先に引用した5月3IJの日記中に、 「謝名奥間大親は察度五御代、国頭奥間大親は尚![J御

代にてjと記されていたが、ここで取り上げられている「国頭間切奥間大親御元祖」とは、

そのうちの尚円五代の「国頭奥間大親Jのことと思われる。 i去酉年jは1801年にあた
るので、この11:に始めて凶頭奥間大親に対する祖先祭紀が行われたことがわかる。つまり、

?の門qlでは、 1801年の時点ですでに、国頭奥間大親をm先として発見していたわけで

たけれども、 1801年に相談して、門中から真志喜親雲上、森田筑登之、石川筑登之、そ

の他に友作2i'，を派j宣して始めて祭犯を行った。遠方で毎年直参することはできないので、

I 1H!1lJ)奥間大落札の必所に報告して、その土と水を持ち帰り、謝名村の何とかという所へ

その ，--を、そして!liJ}9f平松尾という )1:}IIへ水をそれぞれ預け、毎年8月に門中から名代を

派泣して、 IJi:J顕|旬以jへlilJかつて祭犯を行う習わしとしてきた。しかし、毎年謝名から祭犯

を行うだけでは不 卜分で、門r!1のためにもどうかと思うので、今月は名代を派遣し、以後

はじ年制でr'IJrl't，代を派遣して祭犯を行う慣例としたいというものであった。その提案に
対して、この r11 1-1記Jの筆者朝肢は、宜寿次親方および仲村親方と相談して、ご提案は
ごもっともであると 同窓の返事をしている。そして、この 2日後の 8月 6日に、門中の名

代として惣鹿fjl之f親雲上が国頭間切へ向かつて出発している。ここでも伊江按司伯担母
の従来がそのまま受け入れられている。このような提案を受け入れざるを得ないような事

'1'1'11)涼111にあったものと忠われる。それで、次にその点を探ってみたい。

第3項新たなネII先発見の背川、

朝日時の 1
1リtJlで、は、 5刀に察度時代の謝名奥間大親が新たな祖先として発見され、 8月に

はすでに発見されていた制先国頭奥間大親に対する祭犯の形式が修正された。そのような

述の動lil1の大きな契機のひとつになったと思われる出来事をみておく必要がある。それ

は、中Ht伊江初践の孫娘うしの死である。同年 (1809) 3月 5日、うしは周囲の努力と

制限は大きかったと忠われる。というのも、次にみるように、うしの病気回復を願って家

払のものだけでなく 親族までもが手を尽くしている様子がうかがいしれるからである。

、の年の正)J6 L1の11記には、うしの病気が快方に向かいつつある様子が次のように記
されている。

¥六日 本弁女係うし歳1:.11，兄イ上候「

¥私歳日はH下uの筋候処、うし事此程より病気いたし、全快は不仕候へども格別快
方に罷成候に付、快気中祝の心人にて、医者両人相招私歳日祝も相兼相祝候事。
(17) 

畿日祝いとは、正月最初の生まれ年の干支の日に各人のお祝いをする行事であり、古琉球

時代から現在に卒るまで行われている沖縄の正月行事の一つである。この年には、朝陸
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身の歳日をうしの歳fJに併せておこない、医者二人を招いて、うしの病気が快方に向かい

つつあることを祝った。しかし、それは家族の願いで、あって、実際にはうしの状態はあま

り良くなかったのかもしれない。というのも、次のように、同月13日には、うしの病気に

ついて占いを行い、次の日から、その占いの結果に基づいて各所で、願立てや日参が行われ

ているからである。

J、卜三日 うし病気の儀、長く )11則夫の駄にも不相見得侯に付、今朝波渡嘉敷子を普輿

守へ差遣、 rJI御頼Irl上候ニイナ、 11:の通申来り侯。
¥御銭者:iZ敷依山。 一、星はあしく候由。

、当帰者7工敷候r110

¥イij副長!日j、IrJj々 へ立願 ー七日致日参可然由。

¥十五 11 ，'f 1Iにて、 うし当病早々、Il.総仕候検、御立願イ上侯事。
" wl日'位、弁天"止、虚22R読者、先日前川親雲上妻罷通立願仕置候に付、今日よりL1参

、そのひやぶ御獄。

-、私、 11iJ川親芸上実、喜グ;[-、穴寿次亀、孫次郎、樽相列罷通候こと。 (18) 

11.)11311、うしの病気が長引くので、渡嘉敷子を普興寺へ使いにだして、占ってもらった

ところ、足が思いということであった。そこで、それぞれの御緩や社寺で、願立てをし、 17
111111のI1参を行うべきであるということであった。14日には前川親雲上妻が観音堂、弁天

i:、jVR成で、阪を収て、よくL1の古口から H参を始める。閤比屋武御獄には、朝陸自身が
lifJ} 11税主上妻、内名 f、宜寿次亀、孫次郎、および樽を伴って出かけ、願立てを行ったの
である o!J:.係うしの病気の平癒を願って、医者にJ卦かる以外に、占いが行われ、各所で、祈

行i 1

1

111かけるなど、 一緒になって手を尽くしていることがわかる。このような周囲の努

)Jにもかかわらず、うしは 3月5Uに絶命するのである。その日の日記には次のように記

されている。

，hll 

をぷ相1倍b佼へ共不利叶、今Ll人相時分絶命いたし歎侯。右一件筆を執書記に不忍、
別Illtに相3じさせ侠故絡略ス。 (19) 

}J に;謝1'，奥|聞大親が新しい机先として発見され、その祭犯が始められるのである。しかも

I"JqlのT--t'1:たちが'1'心となってそれが進められるのである。門中内でうしの死の原因を明

らかにしようという機運が高まり、その結果として新しい祖先の発見がなされたのではな

いかと忠われる。竿;若がそのように判断するのは、朝睦の家では同年6月に、そして同門
の行寿次親かの家で、は 7刀に、鳥が家rjJに飛び込んだので、占いを依頼して浜降りを行う

など、この時期に、先述の担先の発見に関する経緯も含めて、とりわけ宗教的に敏感な反

徹子がうかがいしれるからである。

6月に朝i陸の家で行われた浜降りに関して、 f日日記Jには次のように記されている。
、十日 八ツ頭(正午十時前)時分にも相成侯哉、木座に鳥入座の西角へつくはひ
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去侯由申出候ニ付、女共驚人ノJ々 山致し侯処、早々浜在11いたし侯検申来、渡嘉敷子

侯1M]、御願共いたし浜卸いたし候様申来、何れも申談侯処、鳥の様も承侯へば、 1'1

しぎし(鴨)別条無之、イ7織の烏肢に人件1儀は不思議の至りにて侯問、愈浜在11与え致

候て不ItliJ I相|決伎に付、彼是其手当巾イナ、夜の五ツ(午后八時)時分与那原へ罷一下、

報I 1伎の川ツ(午后卜時) I時分罷帰侯事。

も相!列罷下侯fJl-o (20) 

6JJ10rlの午前10頃、本座に烏が飛ぴ込んだので、女性たちは驚いてほうぽうで占いを

長広にも 11;いを依頼し、畿をヲ|いたところ、親方夫婦も樽も運気が弱くなっているので、

折阪を行って浜降りをするようにということであった。また、みんなに相談したところ、

飛ぴ、込んだ烏が山しぎしであり、このような鳥が座敷に入るのは不思議なことであるので、

どうしても浜降りを行わなければならないと決して、午後8時頃与那原浜へ降り、 11日夜

101l.y頃に帰宅した。浜降りに参加したのは、家族全員とその他に宜寿次親方の妹むたしゃ、

|川|仰のおまへ、 Ll京御殿の真)JII戸 も連れていったという内容である。女性たちが依頼

したのはユタ的職能符であり、朝陸が依頼したのはサンジンソウ(三世相)やショミチク

リ(tIF物繰り)と呼ばれる類の男性のr'lい師と思われる。上級士族の間でもこのような占

いがよく利JJ]されていた検子がうかがわれる 。とくに、当時はユタ的職能者は公的には禁

止されており、依頼者も罰せられることにな'っていたにもかかわらず、士族自身が日常的

このように，Qが家qrに飛び込んでさえ女性たちはほうぽうでユタ的職能者に占ってもら

い、 見性もJJ竹(1Iい師にr'jってもらうという当時の状況であるので、孫娘うしの死を契機
にほうぼう のユタ廻りが行われたのは間違いないことと思われる。

約4JJ{ 1二族企1:会における新たな祖先の発見

以上のように、伊れ:初l庄の門rlrでは1809年 5月には察度王時代とされる謝名奥間大親

州l先として発見され、その祭杷が開始され、その 8月には、すでに1801年に祖先とし

て発見されていた凶顕奥|同大親に対する祭和形式が変更された。しかも、いずれもこの門

qJの宗教的権威を搾っていると忠われる伊江按司伯祖母の助言を素直に受け入れての措置

で、あった。伊江家で、は、すでに新しい机先探しの機運が芽生えていたところに、孫娘が、

の動きが一気に加速されたものと d思われる。その祖先の発見は、門中の系図上の始祖を越

えてさらに速い過去へと系譜を遡及するというかたちで行われている。つまり、より始源

へと遡及するかたちで、祖先の発見が行われている。しかも、 一挙に何世代も飛び越えた過

去の人物が祖先として認定きれているのである。このようなかたちでの系譜の拡大は、
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府公認の系医l上では認められないことである 。にもかかわらず伊江家の門中では、上級 i二

族であるにも関わらず、 19世紀初頭の段階でそれが行われ、その祖先に対する祭配も実践

されているのである。そのような動向は、 一七族的制度物に付加価値が与えられて拡大され

たもので、ある。そして、その付加価値は士族的制度物がユタ的宗教世界と結びつくことに

よって11:み山されたものであるということができるだろう。ユタ的宗教世界においては、

IEしいin先に対するJEしいをn先祭犯が行わなければ子孫、に不幸がもたらされると考えられ
ているので、そのようなユタ的観念と結合して士族的制度物が拡大していくことになる。
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第3節 『子孫永々心得之惇書Jの分析

次に紹介する資料は、 rny札を取得して那覇に住み着き、接貢船の乗組員となった町方

て、外戚の位!神を相続した 3男が、系譜を実家のノJへ父系血縁的に遡及してそれに基づい

たil'i1>> J祭を始めるようになる経緯が記されている。沖縄戦によって那覇地区が灰嬢に帰し

たため、近世期のn1r万円姓の状況を明らかにする資料が少ないなかで、この資料は、那覇
に移り住んだ家系の11:情状況の一端を見せてくれる資料であるが、同時に、町方百姓が士

_1二族的アイデンテイティを獲得していく状況を明らかにしてくれる

という点で、も興味深い資料である。

j;;ULYL美によると、ここで使用する『子孫永々心得之侍書Jは、近世期の那覇の町方に

1，';11:していた「大減家J (現新城家)に所蔵されていた計7点の古文書のうちの l点であ
る(21)。これを所成していた新減家には、この資料の他に役職願書、s1J札願書、褒賞状、

昨令J;:、あるいは証文などが所蔵されていた。

近IltJ切は農村部に九時住している百姓が、 i町ブJに居住することは禁じられており、rHJ方に

JltH):するためには、 11日沖しの取得が必要であった。この家系では初代が北谷間切桑江村から

引し、正式にJJIS紛の住人となったようである。 r子孫永々心得之{専書jは3代目で3男の
入城筑な之親雲じによって作成されたものである。この家系でいかに士族的アイデンテイ

Tイが獲得されたのかを明らかにする。

第1:項 『子孫永々心得之傍書Jの内容

この rI-孫永々心得之侍書Jは、 3代目 3男の大城筑査之によって1863年(同治2年、
39成)に作成されたものである。構成は、 「侍書之保々」という見出しに続いて、 6カ条

の条l'i:きがあり、その後に作成年「同治二発亥年三月立」と作者銘「西村当歳三拾九三男

申告やま 大城筑な之」が記されている。そして、それに続いてさらに祭紀や位牌関連の

条i1iきが続いて記されている。

まず、辰初の 6カ条の内符をみていく。 (22)

[ 1] Jetli.素['l-IIt之儀、)勝連間切平安名村ねふと申所候付同治二突亥年三月より初而御

，iiJrl参I:J手1-.、米ル子年より七年御廻ニ而奉拝上候様、尤清明参之儀、両三年御
廻ニ而御j内代奉願北谷御取次差上末代定奉祭上候機究置候事

(元祖lはもと iLS--I止J時代は、勝連間切平安名村ねふというところだったので、
同治2年 (1863) 3月より、初めて御前に参上し拝礼を行ったが、来る子年

(1864 )からは 7年廻りでJ科し奉る。清明祭は 3年廻りで御酒代をお願いし、

[ 2 ]元祖素中世之儀、北谷間切桑江村前門与申所ニ而御座候慮、年々四御祭之内毎年
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た墓と中、同近所祖父之1;J.親之某所道X之慕と申所、右弐ケ所永々奉拝|二候係是

又究慣候事

(元祖はもと itjJ世J時代は、北谷間切桑江村前門という ところにいたので、 年々
肉祭のうち旬:年5月御祭に際し、御前へ参上し拝礼を行い、清明祭は 3年廻りで

祭礼を行う 。元杭のもとの幕ははんた墓と申し、その近所に但父の母親の墓所で

ある迫叉之某があるが、これら 2カ所は永代拝礼奉るようにする。)

[ 3 ] 1rl父|二機より那覇江罷な、父大減筑登之親雲上事弐拾弐三歳之頃迄金具師之業ニ

1m千r

)IrL被引進、偏ニはあく取計を以イ1廻料彼是諸事被引負候付毎度能仕合最早旅御

窄公数)支相勤、道光拾六イf-r内接貢船大五主役被仰付格別結構之島j為申事御座候、
t叫

ん:候lojPLl1合PLI1J-'歳之頃UIJ札江被仰イナ冥加不残難有次第奉存候、然慮道光三に拾凶作

14J付焼芥相¥'{孝事万{t候事

r;1・を丘てていたと伝え開いているが、 ift1i:衛門殿さた之はあく」
という 人から旅役のイ1:事の方へ誘われ、ひとえにはあくの取り計らいによって仕

何料その他J行事を引き受けて毎|口|首尾良くいったので、旅奉公を数回勤め、道光

16イド (1836) には接貢船大JL主役を仰せつけられて大変結構な勤めとなった。

そうして、 44、5歳の頃、 IUJ札を仰せつけられ、過分の冥加を得て有り難く感じ

た次第である。ところが、道光24年(1844)秋の渡唐に際して行方がわからな

くなり、 Ir=r}29年 (1849)10月17日に公式に通知があったので焼香を行い孝事を

行った。)

[ 4 

をもロft.tえんでとて二比大成筑登之江跡目相片付被置候付、末世之子孫迄不軽様ギ:
o 

'Ji-)I入念IIJ十"勤イ民事 (0候慮遺言通11鳴本讃谷山おしきゃくい江乙丑九)-ji 

ji-) 

(JJA:術I"J殿さた之はあくにはこのうえない大恩があるので、何とかしてての大。
忠の万分の

未Iltの子孫まで-*lH略にしないよう孝事を入念に勤めなければならない。 (0遺言
の通り故郷の「読谷山おしきゃくい」へ乙丑年 (1865) 9月28日にはあくの併

) 

[ 5 

線不行応跡々孝行之過りも山来候半与、父より 三代目之亡魂奉供辻村屋前之墓所

江奉安置永々孝事仕候事

(右の通り町人身分になったので、元祖を田舎の故郷へ放置しておくことはでき

ず、遠く離れていては孝事なととも思うように行き届かず、後になって孝行の誤り

も生じるかもしれないと思い、父より 3代前までの亡魂を辻村屋前之墓へ安置し

永代孝事を行うこと。)
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[ 6 ]外戚平良筑畳之親雲上之儀、本京間柄内跡日 n[継者相絶候イ寸、跡相続之間七位!神

兄之家内江安置為仕f資事候威、私幼少之頃父上様より跡目相片付為被置由侍水中

候、然慮父事道光三℃拾同年乙ι秋走接貢船より渡唐之御行衛相知不111候不J身体必
宅う悶入)斤ql候、私事翌lrイド波唐仕候イ、f比より俄ニ位牌請取候様有之、適父上初
片付被(町民イナ私JE人ニ而取究請取候筋ニ者何共難存当、来年父上一同帰帆之上直
ニIIJ請取骨相!断、於J11・ニ岐点船級了寸日尋候処米着不イt段jfK笑止千万無限畏入[ド候、
イi芳之次第二|市広壱人帰帆千1候イナ最早イ可之謂も達間敷早速右位牌相受取、爾今孝

I方社中候条後Ilt之子孫為心得書記、各元祖之取分入念孝祭不怠、様可相勤候、此

骨rI態々 イ導者:111残候者也

(外戚、!乙良筑な之親雲上は、本宗の親族内に跡目を相続するべき者がいないので、

跡円相続が行われるまでその位牌は兄の家に安置していたが、私(大城筑登之)

が幼少の時、父上から跡目の件は片づいたと聞いていた。ところが、道光24年

(1844)秋の接貢船で波唐した際、行方不明になってしまい、安否を気遣って

いた。想作 (1845)の私(大城筑登之)の渡唐に際して、兄より外戚平良筑登

之親雲 Lの位仰を受け取るようにということであった。私は、父上が決めたこと

であり、広 一人で判断することではないので、来年父上が帰国された上で受け取

りたいといって断った。中国で、父の乗った接貢船について尋ねてみると、到着し

ていないということであった。そういうことで、私一人帰帆し、さっそく位牌を

受け取った。今後は「孝事」を行うよう後世の子孫の心得として書き記す。各

担i先へのお供えを入念にし、 「孝祭Jを怠りなく勤めるよう伝書を書き残す。)
」の後に、前述のように、作成年 (1863年)と作者銘(大城筑登之)が記されている 。

そして、続けて次のような条書きが記されている。
側 締

[ 7 ]本生万之儀毎年正月初水明IE与中そのはん御獄Ib奇山桶同御獄耕之巌奉拝上候事
側伺

[ 8 ]本11:.ブj之儀毎年九月水|無Ih奇桶奉持上候事
m 

[ 9 ]外戚墓所之儀垣イヒ馬尾之111奇ニ有之、毎年清明参一同立津河落平水明奉拝上候事

」の後は r(ーjγ!紙)Jと記されているので、欠落があるのかもしれないが、記された
年は本文と 1LiJじく 18631ドとなっている。内容は、本生方(父方)の正月、 9月の祭紀、

および位牌を引き受けている外戚方の清明祭に関するものである。この後にさらに次の条

l
lrきが記されている。
[10 

II;J if I・一)J何11二拾三年四弐人弐拾五年回四人相吊候事
これは、 1864年に、イ¥I.J博その他の祭犯刑具を新たに仕立て直して、同年11月に参拾参回

止と25[111忌を行ったことの記録であるが、記載年は記されていない。この時に新調した位

したがって、ここで、行われている年忌祭紀も外戚

系統の祭犯と思われる。

第2項 『子孫永々心得之侍書Jの考察
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以上が [子孫永々心得之侍書jの内容である。これを作成した大城筑登之は、 平良筑笠

親雲上の位!博を相続したのであるが、そち らの系統を「外戚」と呼び、父方を「本生」 と

呼んでいる。しかも系譜の遡及においても向身が位牌を継いだ平良筑登親雲上の系譜で、は

なく、実家の父系Jfn縁系譜が遡及されている 。つまり、大城筑登之は自身の系譜的アイデ

ンテイテイを、位牌を継いだ養父の系統に求めるのではなくて、実父の系統に求めたので

ある。

「木宗間

柄内跡11可継者相l絶候付」すなわち、平良筑登親雲上の本宗親族内に跡目を相続するべき

Ef 1をあげているが、このような相続者の選定の仕方は系図座規模

帳に記されている;，nりの俺めて士族的な選定法である。つまり、大城筑主主之は士族的跡

介、人減筑仔之が剤取いだのはあくまで平良筑登親雲上の位牌であって、跡目相続者と考え

るべきではないのかもしれない。現在のirjl縄社会においては位牌相続者がすなわち跡LI相

続打という与えノJがあり、この当時も、 f糾明法条j (1786年)などをみると、位牌相

l¥/:JIIl'のみを継点したと与えた)jが実態に日lJしているよ うにみえる。

るliiJの-rll先のJI刊七地は北谷間切桑江村前門であり、さらにそれ以前の祖先の居住地は勝記li

IIIJ切、ド!氏名付ねふというところであるという 。このような系譜の遡及は父系血縁的遡及で

ある。

そして、この系譜のf確認に某づいて、祖先祭杷や清明祭が行われるようになった。系請

の迎l及とそれに基づく相先祭杷の実施は同時に行われているのである。しかも、勝連問-WJ

Y安名村ねふの机先の御前で初めて祭犯を行ったその同じ月にこの『子孫永々心得之侍書J

れて系|立|が作成され、それに基づいて祖先祭杷が実施されることによって士族的アイデン

テイテイ iJ句集作:される状況とItiJじパターンを示している。

第10条には、位牌や祭記用具が古くなって見苦しいので1864年に新調したということ

が記されている。このn剖切の!日J方百姓の家ではすでに、古びて新調しなければならないほ

ど長い!日j位牌が川いられていることがわかる 。つまり、この時期には位牌祭記は町方百姓

の家にも卜分浸透していたのである。

」のようにみてくると、 f子孫永々心得之侍書Jを作成した、大城筑登之の家系では北

払的制度を佼した疑似t族的アイデンテイテイが獲得されたといえる。
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第4節 『家流記jの分析

活観念が受容され、確認された系譜に基づいた祖先祭犯が実践されるようになる状況が記

された資料で、ある。上族的制度物がどのように百姓階層に受容され、そのアイデンティテイ

形成にいかに利川されているかがゆjらかになる資料である。

( irj' 

剛院資料8)に所収の羽地地域の地ノザ文書の一つで、ある (23) 0 原本は、表紙に「大γ

l，iJifi h年丙災hJJJの年号と f家流記jの表題が記されており、筆者は「羽地間切川上村
J北部111?IIIl北雲 l二Jとなっている 。内容は、同治五年 (1866年)に羽地問切川

1・H，{dl:の4代IJ
ある。小川微によると、

ところからみて、この頃作成され、後二回に亘って戒名など後から附け加えられたものと

与えられるJとしている (24)。おそらく、我部祖河親雲上によって1866年に作成された
批初の[家流記jに基づいて1876年に再度書き直されたものと思われる。我部祖河親雲

，. (j:)(地以l臓を経験した地方役人ではあるが、王府認可の系図の所持を許されてない百姓

身分である。しかし、 f羽地落穂集jに収められている他のいくつかの元祖由来記関連文
11tがほぼこの11与j切に作成され始めていることからもわかるように、近世末期のこの時期、

;J;J地地域のLI
ていたようである。

の[家流記jの分析を通して、この時期に、本宗の系譜を外戚から区別して明確化し

ようとする外米の 1:族的系譜観念が新たに受容されたこと、その系譜観念に基づいて祖先

の発見が行われ、それに基づいた相先祭犯が行われるようになること、さらに、我部机河

税1ji:の長VJの病気を契機に、位l先探しが強化され、歴史的英雄へと系譜の遡及が行われ、
そのf係としてのアイデンテイテイか獲得されていく様子をうかがうことができるだろう。

その辿の経過を記録し、 f孫に伝えるためにこの[家流記jが作成されたのである。こ

のjM1の全体にコ『タ1'1り職能者が深く関与している状況も明らかになるだろう。

|付作の検討に人る，jiJに、 [家流記jの最初の体裁を整えた我部祖河親雲上とはどのよう

わ人物であるのかを伴.認しておこう 。始祖から匹!代日の我部祖河親雲上は、間切の上級役

人であるよ-地1110般に就き、また、 -1:府に二度にわたって献金し、褒美を得ている。その功
給は、彼の|二払志向性とそれを実現する有能さを示している。彼自身は養子として他系か

の、日!Hf-Jの「大殿内」を「大元組」として、五年ごとに参拝しているので、家筋に基づ

く上族的祖先崇作をすでに始めていたことがわかる。また、最終的にうしの異常行動が治

まり、子孫繁栄を存んで、いる『家流記jの内容から、あるいは子孫へ宛てるというその形

式訪Eらも、彼が家系の存続と繁栄に強い関心を持っていたことがわかる。また、百姓身分

でありながら、 [家流記jのようなlli先の由来記を作成しようとするのは士族的志向性の
長れと見ることができる。つまり、彼は、家系の存続と繁栄を願い、士族へむかつて上昇

する志向性を持っていたと考えることができる
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れに続いて、初代古衣知大屋子から第 6代真喜屋筑登之までの各世代ごとの事跡が、家族

構成やそれぞれの成年月日などを中心に記されている。各世代の事跡のうち、 『家流記j

を最初にまとめた第4代技部ネJ1河親雲の欄には、その長男うしの異常行動をめぐる一連の

め似鳴の視点から記されている。以下、序文とその附書、事跡欄に記されたうしの異常

行動をめぐる経過、および、それ以外の各世代の事跡の順で内容を検討したい。

t(}l項序文とその附.-:::'f'f-・

序文には f家流記j作成の日的と家のr8来の概要が次のように記されている。 (25)

1. 0 JlAIl，'i l以II大原 f事、当村後之大屋与申所之三男ニ而、直ニ彼之家より家内立被
致111候伴共、其山米l阪間辿無之、 LJ伝を以流布仕候処、元祖古我女11大屋子より私迄

十111イu劇作式ニ依得は、J1七侭口置候而永代差過候ハ、、終二本宗外戚致混雑、 i怪重忘
IIIイH院もIlJイJ之I攻守気遣候イナ、此節筋々来!日密ニネ11札、元祖古我匁!大屋子以来委敷記

く変必}，'，(

1.1 (羽地問切川上村)の「後之大屋」 という屋号の家の 一

VJで、この後之大屋から直接分家立ちした。

l.2 しかし、そのような祖先の事跡を書き記した「由来帳留」もなく、 「口伝jで伝

水されているだけである。

l.3ただこの|時点で、始祖山戎知大屋子から数えて私(我部祖河親雲上)は、4代目

で!日:代深度が比il安的浅いので、始祖以来の系譜関係について詳細に承知している O

l.4 しかし、羽地を合む山原地域は木宗と外戚を区別することなく、両方ともにネ11'拝

みを行う刊俗である。

1.5 したがって、このまま初先の111来記を作成しないで何代も世代を重ねていくうち

に、ついにはノド宗と外戚が混雑してしまい、祖先の軽重も忘れてしまう可能性もあ

ると気遣うところである。

l.6だから、この際、詳細に調査し、始祖古我知大屋子以来の系譜関係を詳しく書き

記しておく 。

1.7 子々孫々までこれを大切に保持し、代々の系譜関係などはこれに準じて、抜け落

ちがないように書き記すべきである。

第lの附書は次のように記されている。

2.0 元組古戎匁!大尾子兄弟三人あり、長男ハ大屋之元祖相統被仕、次男ハ当村ノ内家

内立被成、本屋名しだら屋与申、当分しはそく屋与名付候、尤、 三男は右元祖古我

知大屋子也

く要点整理>
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2.1始111

2.2 次男は同じ川l二村に分家V.ちし、当初は「しだら屋Jという屋号であったが、現
在(r家流;己j作成当時現在)は「しはそく尾」と称している。
2.3 そして、三男が始祖占我知大原子である。

第2の附舎は次のょっに記されている。

3.0 大屋之)lAruま、蒸ひ、1'1護間切宮里村-、屋名大殿内与申所より 当村江被引越居付

-1司五年畑ニl市 (但、帳、大尾有之) )11夏々拝参候処、男子うし七歳より病気相煩候

lIif、段々占ノj社候得ハ、護佐丸御引拝不足有之候故、其御各自;有之段承候付、大元

机名護符Lll村大殿内親類rjr柿h金問尋候処、彼ノ表も中比より護佐丸御引拝ミ来候段

ゐ之、彼ノ中長官{等写取見合候得ハ、今帰仁城、山田城、内問御殿御三ケ所ハ護佐丸

御引第 ・之所ニ而候得とも、名護にも此所は取落し候模様ニ而段々習方仕候処、;f_I

御二ケ所ぷ欠候 1(，]ハ不為十日成候段、方々より有之候、の、右名護之帳留外、右三ケ

IIIr之通、成豊二年壬-[-十二月より拝初候而此中之御詫等申上候付、右男一

うし静二十11成依|二、孫々も致繁栄、大粧為筋相成候問、先様子孫共無遅滞、入念可

ts事
く災1，'，'、終:BP:>

3.1 人民(後之大原)の元祖は、もともと名護間切宮里村の「大殿内Jという屋号の
家から当小、J(羽地問切川上村)へ移住して居着いたということであるから、名護の

「大殿内」は「大元祖」である。

3.2 だから、大殿内の拝所を「先年以来」、大屋一同「五年廻」で巡拝するようになっ

3.3 この大殿内の作所への 5年廻りの祭紀については、大屋に「帳」が保持されてい

る。

3.4 引子うし(北部tli河親雲上の長男)が7歳から病気を煩った際、いろいろ「占方」
を行ってみたところ、護佐丸系統の拝み不足があるので、そのお谷めがあるという

ことであった。

3.5 そこで、大元祖iである名護宵里村大殿内の親類筋に逢って問いただしたところ、

大殿内のほうでも「中比」から護佐丸系統のゆかりの場所を拝んでいるということ

である。

3.6 大殿内のほうで格護されているや11拝記録l阪を写し取って(こちらのものと)照合

してみると、今帰仁城、 111凹城、内問御殿の 3カ所は護佐丸関連の第一に重要な場

所であるにもかかわらず、名護の大殿内のほうでもこれらの箇所が神拝から欠落し

ているらしいということが次第に分かつてきた。

3.7 これらの3カ所を欠いてはいけないと方々から示唆をうけた。

成豊2年 (1852年) 12月から拝み始めて、これまでのお詫びなどを申し上げた。

3.9 すると 、先の男子うしが静かになり、孫たちも生まれ、家系も向上したので、名

議のほうも子孫たちもともに怠ることなく入念に神拝を行わなければならない。
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これに続いて、 イr作/午ド成者我部4担位但u伊河I親雲上のj肩百T斉守き と称
よぴ 1-:チf孫I中|ド川1リ」の宛て名が記されている O ここまでが 『家流記Jの序文である。

く身察〉

この I家流記jが作成されるまでこの家系には祖先由来記の類は存在しなかった。ここ
から、この家系が王府公認、の系|ヌ!の所持を許されていない無系の百姓階層であることがわ

かる。しかし、文書:として書き仰められた祖先由来記は存在しなかったにしろ、口伝によ

る111先111米のイ点本は行われていた。 しかも、本家「後之大屋」のさらに上の系譜関係を名

誕にまで求めて「大元信lJと11千ぴ、その「大元祖」への祭犯が[家流記j作成以前にすで

に実践されていた。このことは、近山末期のこの時期に、羽地間切の百姓階級ではすでに

m先の111米や系消関係を f孫に伝承し、それにそった但先祭犯を実践しようとする風潮が
あったことをぶしている。そのような上族的制度需要の風潮が百姓社会全体として存在し

rのか、 • 

1X: ?ilHll illJ税笠 I
るよ、li州;が存在していたのである。つまり、 f家流記j作成に際して初めて本宗の系譜関
係が伴l認されたのではなくて、それ以前にすでに祖先の由来を明かそうとする動き、ある

したというべきだろう 。

{家流記Jの内容から判断するかぎり、その作成の目的は次のようなものである。すな

わち第 lは、本宗と外戚の区別を明確にして、本宗の系譜関係を明らかにすることである。

とりわけ、長児うしの病気をめぐる一連の経過の中で新たに発見された護佐丸との関係、

およびそれにjたづいて始められた新たな祭記内容を記録に留めて、子孫に伝えていくこと

であるのつま り、このH与則に新たに導入された土族的系譜観念およびそれに伴う在l先祭犯

を保山し、 f係に伝えることである。第2に、 [家流記jの獲得そのものが目的であった

という点も指摘しておきたい。つまり、iIl先の由来を明らかにすること自体が士族的上位

文化である以上、

たものではなくて、それまで所持していなかった祖先由来記を所持すること自体を目的と

して作成されたものでもある。

イ|臥の系郡関係と家との関係についてであるが、 『家流記jは祖先の由来記である以」一、

L' i我女IJ大屋子以下のそれぞれの祖先の系譜関係の明確化が意図さ

れたものである。 r後の大屋」から分家した「新t[1島之前j内部での系譜関係については確
かに例人を単位とした系譜関係が明らかにされている。しかし一方で、は、個人は常にいず

れかの家にJ9r属しているものとして語られている。家はいずれも個性的な名前、すなわち

大!喜子以下の各祖先の事跡を見ていくと、ここでも個人はいずれかの家に所属しているも

のとして認られている。また、養子、婿去を子が頻繁に行われて家の存続のために個人の血

縁的系j普が寸断されていることが分かる。このような状況は、現在の沖縄社会で行われて

いるシジタダシ(筋正し)が個人を単位とした父系血縁系譜を最重視するあまりに家とし

てのまとまりが分断されている状況と比較することによっていっそう際だってくる。つま
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り、[家流記jに記されている社会的主体は個人ではなくて家なのである。

1.4および1.5は新旧の観念の対照的状況を伺い知ることができる興味深い内容である 。

まず、本宗と外戚の内容を確認しておこう。先述のように、ここでは家筋が前提とされて

いるので、本宗は、現在のユタ的継承観念ではタブーとされている他系の養子や婿養子な

ども合んでいる。それに対して、養子や婚入者の実家筋が外戚と呼ばれている。したがっ

て、近IIt末期!の羽地地域においては、本宗と外戚を医別せず、いずれに対しでも神拝を行

う双系的な祭紀慣行が在来のものとして存在し、そこに、単系的系譜観念およびぴ、単系的祭

i配t
うに本;示矢から外戚を引l医£別して、本宗を重視していく観念は士族的系譜観念が百姓階級にま

で??及したのもである。

このように本宗と外戚を区別しようとする観念は『家流記jだけでなく、 [羽地落穂、集j

所収の他の資料lこも見受けられる。たとえば、 (1788年)に、

[本山外戚之jC別、良nJ折御座候」と記されており、 「御利1拝年定帳J (1788年)には
は;jJ外戚之jE別を以、至後年、為無間違」という記載がみられる (26) 0 これらの資料
は、 18111:紀ぶにはすでに羽地の百姓階層にも本宗と外戚を区別しようとする観念が浸透し

ていたこと をぶしている。 r家流記jは、近世末期の羽地地域で、在来の双系的系譜観念
およびそれに伴うネIl先祭叫に対して 1:族的な父系の単系的系譜観念およびそれに伴う祖先

しかし、社会全体的に見れば、この移行は長い年月にわたって緩やかに、時には共存の

かたちで進行したようである。 r家流記jは、単系的観念が受容される一方で、在来の双
系的慣行も根強く存在し続けている状況を伝えているからである。在来の双系的慣行が社

会に似強く存イピし続けているがゆえに、将来に予想される系譜認知の混乱を気遣って『家

出cJを作成したともいえるからである。また、新しく受容された単系的慣行が在来の双
系的慣行にとって代わるべきものといったような積極的認識もみられない。始祖古我知大

!被f以下の各1ll先の事跡に養子や始入者の実家すなわち外戚の屋号がすべて記されている

ことと与えあわせると、在来の慣行を排除しようという意図が働いていたというより、む

しろ可能な範聞での新Irlの共存がはかられていたようにみえる。このような新旧慣行の共

存状況は、現代の沖縄社会における新日l慣行の共存状態を想起させる。すなわち、祖先努

も、限定的なかたちにおいてではあるが、同時並行的に行われている今目的状況と類似の

状況が近世末期jの;J;J地地域にもあったように思われる。

本;誌の系譜が村絡を越えて遡及されている点にも注目したい。これは村落問の人々の移

住や村外婚などの問題といっしょに考えていかなければならないものであるが、ここでは

後之大尽の始担が名護間切符里村の大殿内という家から羽地間切川上村へ引っ越してきた

とされている。近i任期における村落|聞の移住の実態に関する資料はいまは持ち合わせてい

かいので、それについての言及は別稿に譲ることになるが、ここで問題にしたいのは、村

格を越えて系請が遡及されることによって引き起こされる結果である。その遡及は家を単

位としてなされ、それによって村落を越えた家間のネットワークが形成されていくことに

かる。そのような動向が社会全体で進行すれば、結果的に村落の内的統合力は弛み、村落

の共同体的性格は失われていくことになるだろう。したがって、この場合、系譜の遡及と
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それに伴う実践としての祖先祭犯に限定したことではあるが、家筋単系的な系譜遡及観念

が受符され、村落を越えた系譜遡及が行われるようになることによ って、村落という地縁

的統合体が解体され、代わって、家を単位とした系譜的統合体へと変化することになる 。

こうして村務社会において「門中化現象」が始まることになるのである。

系譜関係を明イ格化していく際に、家に伝わっている伝本が利用されるのは当然であるが、

それと16JI時に、 ユタ的職能者による出いが利用されているというのがi1fr縄的特徴である 。

甘|昨はユタ的宗教活動は行つことも依頼することも禁止されていたが、文脈や後の引用文

4.0の内容から、長児うしの病気に際して行われた「占方Jはユタ的職能者による占いと
考えられる。したがって、この資料は、いままであまり明かされていなかった近世末期の

ユタ(削除能行の的動の-端をIYJらかにしてくれる。つまり、現在のユタ的職能者が祖先の

系活関係の線認や修正に深く関わっていることは周知jの事実であるが、近世末期jにおいて

も、彼友たちはすでに 上族的制度を (1身の宗教的行為に取り込み、付加価値を付けて社会

らの長rやk庁長rがそのままに記載されているので、当時のユタ的職能者は、現在の沖縄

うとする Jむ1[11↑tは怖くはなかったようである。

常1r!li)Jの以内になっていると認定されたのは、 15世紀に活躍した文化的英雄である護佐丸
に対する作み小よLである。その前提には、この家系が護佐丸の子孫であるという、ユタ的

附防による「発見」がある。護佐丸とは、十五世紀半ばの占琉球時代に活躍したirjJ縄の

|味城、 '1'域城を建l没した名築城家として名を残す一方、組踊「二童敵討」によって、宿敵
!叫fll利の策謀に姥れる不遇の，l心臣としての人物像が定着し、沖縄史上最も人気の高い暦

史的共維の -人である。技部組河親雲上の一家は、その護佐丸の子孫という指摘を受けた

のである or係である以上、祖先に対して祭犯を行うのは当然の義務であるにも関わらず、
それをなったというわけである。こうして数百年の歳月を飛び越えて一挙に古琉球|時代の

IiMけしへと系訴が迎i反されているが、このような飛躍は「ユタ的特殊能力J (依頼者を仁!
分のIllj1Lにリ|き込み、納得させていく術を身につけているという意味での特殊能力)があっ

てはじめて叶能な離れ業である。そして、ユタ的職能者がこのような「特殊能力」を持つ

『いると考えられているからこそ、ユタ的l織能者と結びついた士族的諸制度が社会の隅々

にまで佼透していくのである。上n矢的制度が社会に広がっていく力はユタ的職能者の影響
}Jの大きさをの表れなのである。

I家流記jが作成され、-ill先の系譜関係や事跡が記録されることによって、家の歴史f
獲得されることになる。それはやがて、記録に基づいた祭犯とともに、子孫に受け継がれ、

仏統化していくことになる。そのことによ って生じる事態は沖縄的アイデンテイテイの問

題に関わってくる。すなわち、系譜-が護佐丸に結びつけられたことによって我部祖河親雲

Lの系統は護佐九の f孫としての自己アイデンテイテイを獲得することになる。士族的ア

イデンテイティ を獲得したのである。護佐丸の子孫になることによって護佐丸ゆかりの場

所やものが単なるitj'縄の文化財としてではなく、自分に関係したものとして自分の生活世

界に場所を占めることになる。それとともに時間的な系譜の遡及がゆかりの場所として空
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聞に置き換えられていく 。護佐丸ゆかりの拝所が、護佐メしと現在の子孫とを結びつける通

路となるのである。実際、護佐丸ゆかりの場所で規則的に祭杷が行われることになるが、

それは祖先祭犯で、あり、近祖に対する祭把と同じ形式で行われる。それは自らの士族的ア

イデンテイテイを体験する行為なのである。

第2項 うしの異常行動をめぐる経過

Jf，文に続いて、見机r1;戎知大原子以下の事跡が記載されているが、そのうち上に紹介し

た3.0の|人j手?との関述が強い長男うしに関する記述をまず検討しよう 。これは、うしの父

親で、かつ[家流記jの作成者である我部祖河親雲上に関する事跡の一項目として記され

ているもので、うしの 「病気」の具体的実態、およびその病気をめぐる家族の動向をうか

がい知ることができると 同時に、ユタf内戦能者を媒介としていかに士族的制度が百姓|階級

に以透していくのかがわかる興味深い内容である。

4.0 rtiJ人男 f‘う し事、六歳迄ハ無事にして言語も達者有之候処、七歳より言語閉塞り、

く安史}，'.(

ll比は衣装mせ依ハ、伐破り、或ハ武芸之様之真似ニ而乱気模様ニ相見得候共、若古え
鬼t[11之御符 11杯rrJ有御座i投与l吃度取捌、早全快させ度、占功者間成、不依何方、 O

通、 11.、御阪府数検々相!怒り候得共、存慮之イ尽行届不申、如何せんと父母及苦患、

仏以して致悲歎候得共、 一心ハ安、万心ハ難安、又以、右男子うし拾四歳之時、手

をリ 1fJJJIS初江烈主主候処、うし事は飲食凋ニ不下、母極及心配候得共、此ノ度道そ全

快させ度深く念願ニ而同所n古寺与-申所之座主御願、彼ノ仰之御前江両人共一七日昼

忠し、 I卵子憐敷かなとて涙を流しなから、両人共無是非帰宅仕居候処幸、鬼神之御

助けニmi
i町長l枚、右うし江御知シ有之処被教候付、原其外ニも段々穿撃仕、疑無之候而、先

十11成、親類'1'雫迄喜悦イI

此 ー件ハ存分之1J;.々 O多筆IU奇ニ有ま、荒増書記置候

4ι.1 うしは、6歳までで、は何事もなく健康康.に育ち、ことばも達者でで、あつたo (1同人」

というのはうしの父親我部111河親雲上のことである。)

4.2 7成からことばを聞き入れなくなり、ある時は衣服を着せてもひき破り、またあ

る!侍は武芸のような真似をして気遣いのような振る舞いをするようになってしまつ

りその様子を見て、もしや「鬼1qリのお答日を受けたのかもしれないと考えた。
4.4そうであれば、きっととり捌いて早く全快させたいと思い、 「占功者Jがいると
聞けばと寺こへでも飛んで、行って習い、あるいは「時よむ宜敷者Jがいると聞けばま

たまたそちらへ走り行き、こうして首里、那覇、あるいは田舎までを走り廻った。



4.5 また、 医者にも いろいろ掛かったけれども、医者も考え込んでしま うばかりで何

ともすることができなかった。

4.6父母はどうしたものかと苦患し、落涙して悲嘆にくれた。

4.7 うしが14歳の11号、母親はその手 をヲ|いて那覇に連れのぼったところ、 うしは飲食

が下らなくなり、母親は非常に心配したけれども、今度こそは是非とも全快させた

いと深く念じて IJ!音寺」の座主を訪ねる。

4.8 )長主にお願いし、 17日のあいだ昼夜ともその仏前に奉仕し、座主から数十回も

読経しても らった。

4.9 しかし、 なに も良い兆候が見えなかったので、母親は甚だ苦患し、涙を流し、

人ともどうするすべもなく帰宅した。

4.10 .Jfいにも「鬼111リの助けがあったのだろうか、ある人が「占巧者Jから言われた
ーとによると、始祖iは護佐メしの系統であるが、その神持所を拝まないで放置してい

るので、うしにその「御矢11シ」が来ていると教えられた。

4.11 そこで、そのほかにもいろいろと穿撃したところ間違いないということになり、

I)Ijもって 111I人」から教えられたとおりに神拝を行った。
4.12すると、 うしの状態が、ことばは以前のままであるが、それ以外のことはそれ以

米治まった0

4.l3親類IjJで 「忠悦」し、 うしの両親は陰徳を行い、ついにはうしに妻を安らせ、子

供が繁日した。

4.l4 このイ1:は忠いのままにことの次第を筆先にまかせてあらまし書き記しておく 。

く与察>

っしは、 1838年6)J 
jるよう になるのが18441rミ、うしが 7歳のときからである。そして、護佐丸関連の祭利
が批初にiiわれるのが1852年であるから、この年まで異常行動は続くのである 。うしは
このときすでに15歳になっていた。

っしの異常行動は、 これが文字どおり病気であるとすれば、この短い記述からでも、う

しの病気が身体的な病気というよりも精神的な原因を含んだ病気であることがうかがえる。

「打品鬼神之御件 rI杯nJ有御座哉 (27)Jという記載が見えているので、周囲の者にもう
しのR'jMJ動が a般的な意味で、の病気とは考えられていなかったことがわかる。ユタ的丹j

if法的IJいられるとすれば「カミダーリ」と呼ばれるべき状態である。そうであるがゆえ

よむ宜敷者」を求めて首里、那覇、田舎まで

:iうぼう走り [IJIったのである。このような状態が、うしが15歳の時まで8年間も続くので
IJ間泊まり込んで日夜祈祷を行ってもらうが、効果

がみられず悲嘆にくれながら帰宅したこともあった。そんなときに「占功者」から、始祖

iiM:iしの系統で、あるにもかかわらず、護佐丸ゆかりの神拝所を拝まないで放置している

ので、うしにその「御女11シ」が来ていると教えられた。我部祖河親雲上の家ではその言に

基づいて調査し、 「占人Jから教え られたとおりに祭杷を行うと、うしの異常が治まる 。

イ?の念願が吋 ったのである o こうして我部祖j峨 雲上の一家は護佐丸の子孫としてア

ア/ティティを獲得したのである。この場面に関しては、我部祖河親雲上の一家はうし
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の異常が治る ことをひたすら願っていたのである。うしを治すためにユタ的職能者の比}J;'t 

に基づき護佐丸関連の祭犯を行ったのである 。戎部111河親雲上一家が護佐丸の子孫として
のアイデンテイテイを獲得-したのは結果であって、目的ではなかった。ユタ的職能者はそ

の災同論に士族的制度を取り込むことによって結果として士族文化を百姓社会にまで広め

る役割を担っているのである。なお、その後、うしは結婚し、 4男4女に恵まれ、 23歳の

ぷきで夫地頭職をも得た。

?の内!時のユタ的職能者は、為政者によ って徹底してウラの文化に押し込め られていた

が、この資料によって、当時ユタ的職能者の活躍の状況がかいま見えてくる。すなわち、

ユタ的活動は行うこと も依頼することも禁じられている状況にあってもなお各地にユタ的

側防が前服しており、 r1コミによってユタ的職能者に関する情報は人々の問に流れてい

r級fがうかがえる。 1，'I功者」と 11昨よむ宜敷者」というように呼び方を使い分けてい
るところを見ると、あるいは性質を多少異にする職能者がいたのかもしれない。

s.院ず!が「RRJF」と記されてい筒所があるが、当時、そのような名称の寺院は那覇には
イパ1:しない。したがって、名称の一部に「照」の字をもった寺院と想定できるが、加持祈

持を11-っている ことから推して、 真言密教的加持祈祷を行う可能性のある末吉の真言宗寺

院llH日午のことと思われる。

以上が、 [家流記jの作成者投部祖河親雲上の長男うしの異常行動をめぐる顛末である。

この'1'1:はこの ーI"Jにと って大きな怠|味を持つものであったようである。それは今紹介し

た4.0の行!日jに芹き人れられている文によって伺うことができる。その書き入れは次のよ

うに記されている。

5.0本文男子うし、病気全快させ度、深ク立願致候処、諸願不足之段、時占易者より

イj之、応、その段付、当年迄三十三年成未三月十二日より立願相初メ、如何而ハ早

く諸願イミ致ハ御無礼相成事ニ而唐年号光緒九年、大和年号明治十六年突未三月十六

111!i卜lニ而を以罷な首尾口口相済候也 (28)

この 火は、これだけでは分かりにくいので、理解するためには多少の準備が必要で、あ

ふまず、文Ijr1九年」とはいつのことであろうか。未年となっているから、 「唐年号光

ば、この一文が書き入れられたのは1883年ということになる。

つぎに、この文を記した省は設かという問題であるが、この年までうしが生きていれば、

46成になっているはずであるが、うしはすでに光緒2年 (1876年)11月6日に39歳でこ

のIltをよ-っている。したがって、この書き入れはうし自身の手になるものではない。うし

の父税で、うしをめぐる--述のlH来事の当事者でもあった我部祖河親雲上もすでに同治10
{I: (1871年)に66歳で他界していた。子孫のうちの誰かとすれば、可能性があるのは

1883ir:1I，y.点で25;友になっており、 しかも 8歳から筆算稽古を行っていたうしの長男まつ
だけである。したがって、この書き入れはうしの-長男が行ったものと思われる。

さらに、文中「当年迄三 1-三年Jという文言がみえるが、これはいつの時点から数えて
33
11:といっているのだろうか。この文が記されたと思われる 1883年から逆算すると、

1851年(成豊1年)となる。つま り、うしをめぐる一連の出来事の中で、うしの病気平癒

のための立願が初めて行われた年にあたると思われる。以上のような準備のもとで、この

文全体の宇旨は次のように要点整理することができる o
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く要点整理>

5.1うしの病気を祈念して深く ι願したところ、 「時rS易者Jから諸願不起という指
摘を受けたが、その時から数えて33年目の節円に当たる未年の今年 3月12日か ら

立願を始めたが、なんとしても半く諸願を行わなければ無礼になるので、唐年号光

緒九年、大和年号明治16年3刀16t Jに罷り登って、首尾良く済ませた。

く考察>

この行間詐き人れは、うしの病気平癒の立願が行われて以来33年目の立願に関するメモ

11 FIしたいのは、 33年日という節円が撰ばれている点である。沖縄

では、死芥の年忌供長に|浪らず、幕や家や重要な道具などさまざまなものに対して、年忌

の1J強行Jう何俗がある。まさにそれと同じ方式がうしの病気平癒のための立願にも適)1j

気れていると考えられるからである。しかも、それが当事者の死後も子孫に受け継がれて

がf11の節r1の丘駅が執り行われているのである。そうであれば、ここに記されている

がr11の¥1.阪は、死者・に対する33liIl忌と同様、うしの病気平癒ための立願を記念した最
後の1/.!，9I!で、あったはずで、ある。そうであるがゆえに、いわば、弔い上げ的な意味あいを込

めて行1111

わ:わないということではなく、 3311三経つでもなお「如何而ハ早く諸願不致ハ御無礼相成事

(29) Jと与えられている以上、立願向体はこれ以降も継続して続けられていくにちがい
介いn

」のr1;-:き人れによって、うしの異常行動に端を発する一連の出来事がこの一門にとって

I床を持っていたことがわかる。うしの病気平癒の立願が、 33年後の

1883年までにはi仕代を越えて子孫に受け継がれていることがわかる。しかも、重要度の

lkjいものとして佐川Ilt界に定着していることがわかる。われわれはここに、 「創造された

伝統Jが定着していく過程をみてとることが可能であろう 。

第3瓜各111:代の系譜および事跡

I家流記jに記されている初代古我矢11大屋子以下の系譜を辿っておこう。 r家流記jに
は6代までの系誹が記されているが、それが作成された当初は4代我部祖河親雲上の

1866年までの各世代の系譜だったはずである。したがって、それ以降の記載は、1876年

にl'域作成し前された際に書き加えられたものと思われる。 r家流記Jに記載されている
系議関係を凶に表したものが図2.2であり 各世代ごとの事跡に関する記載内容を整理す

ると去2.2のようになる。

く考察>

4代我部祖河親雲上についての記載のすぐ後に、大正9年に村墓が開けられたときの記

録カ記載されているので、配列の通りに順次書き継がれたとすると、 5代古我知大屋子以

降についての記載は大Jf9年以後に行われたことになるが、そう考えると、それ以降の記

載カ¥6代真喜屋筑笠之の明治21年で、終わっているのが不自然に感じられる。したがって、
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ぷ22 I Iff代引助、

/しm，1， ( 
本人 J:f.J)の後之大尾の 3Y3から分家立した。大尾も?をしいので、身一つで分家し

た。拘iめて;m迫していが、文子職を卸jめ、間切の仕事に納を出し、提から夫地頭まで釦Jめた。検寄りをして
家を什つことができたので、このときから初めて仕明田島を持つようになる。乾隆48年(1783年) 4月26

11死去。平担口茶jもに{、jす。{立)同名は自覚浄心情ー1:。

O?IIIlJJIÎfO II{!f114イド 9Jl1911、当字(川上)の川端康へ移動。

. fliI )1 観川村のf'ド尾用という家の娘。気に入らず、妊娠中ながら離別。後日女子を出生。

後必

(1 R02イド)正月 1311死去、 79哉、 {立牌名は春山妙清信女。

o rl川IJIÎfO11 {{.f 1 1 4作り川 I<JII、、''1了:(川上)の川端厚ーへ移動。

. liiI )} 9.良 成人して14抜本JのI"JIIというみの山'IJ.の安となる。

-後1f.娘 )JII JJli. llJ，川上村の川端用という家の古我知にや(章名たる)の妻となるが、古我知にやは上国したとき大
和で死去したので、 間接rをとる。

-相続

・附j妻子 付1J壱村の大挺、松川にやの男子、亥年生、童名仁牛。

卜ー
-小;人 亥イドノ1.:まれ、 pf;_;}<は1:1'1'16の大il:。御殿への奉仕の褒美として失地頭役を仰せつかた。栴wができる。 {'I'

(1利2イド) 7) J 2611死去、ヘ明日荒民にやrす、 68歳。 {¥'OlW名は秋仁英山信七。
(行I1IJIJII市)同人の実母は問村({'I'尾村)の松川が祖先ということであるが、祖先祭胞をする者もなく、本
人の(¥'r.JtWも捨てi円かれたままであったが、ほうぼう(ユタ的職能者に) r習方Jをすると、 (判事 に)
たびたび顕れるので、光紡3年 (1877年) 12月23日にこちらの前の屋に位牌を飾って担先祭犯を行 う。

現は

符111.村より大兼久村l子で「場づり墓」の上段にある。

-本人11 rの地力n加。亥年生まれ、産水は大屋の井。子どもの出産はなし。嘉慶5年(18∞年) 7 
) 

リJr Iサ)i

は{'I')G村の 1:地"'1G (松川I;{) という家。

-十11がん 附英(-となったが、子どもができなかったので、先妻の下加那を招き寄せ家督相続させる。

-妾 ，1i我知1m雲_I:は12をIrtいていたが、本人の死後、早々から事ある度に厄事を起こし、間切へも迷惑を及ぼ
し、先制i伝来の家財などを向分勝手にし、他人の相殺も問き入れないので、親類中相談の上、米を相 応

に与えて帰宅させた。 lt存尾村の川そ屋という家の娘である。

3代日In筑牧之
戊{r'I.:まれ、 l荒木は下'I'F6村のけ1の井。山当職を初めとして赤頭から筑安之座敷の位をまで頂いた。道光
3イr(1823?f.) 2川27Fl死去、同日茶毘に付す。死去46歳、位牌名は一山全久信士。

本人 )J 本イ1・'1.::tれ、):( (-2 1ヘ
を11¥'1・したが、 2人ともヌカ)I以内に夫逝。泊光11作 (1831年) 6月26日死去、翌日来毘に付す。 4川島、

t¥'O[¥¥! 

-子ども 長!JJ ヌカ月夫折、次男 3カ月夫折。

・相続 子{llが2人とも夫逝してHI続汗がいなくなったので、妻の弟、章名まつに家骨相続させた。

4 
・ホ:人 丙前{r.

続し、 l械から兵 fとして人る。撒内御僻かりによって24歳で赤碩の位を、 29歳で筑号之の{立を市き 44 



成州イl'(184911')に、撒内への米仕の褒美として我部組河夫地頭を仰せつけられた。 41年同11'- (戚岐11

年 (IR61年)丙午の誤りか)、モ府の財政iM迫のため、分担金を貸し上げるよう公儀から言い渡されたの
で、 1

頂いた。早速「夫H御取次を以巾上候Jの文言は、取り次ぎの拝礼をして組先に報告した、という意味
か。日:年 (1865年か)、 1:述同様につき、 25∞貫文建し上げたところ、褒美としてtjl:1[i2反を配布され、
同様に4ftししてれl(17した。同治10午 (1871年) 12月21日死去、 66歳。位牌名は寒翁全徹禅定門。

・木人11
なべの fども 2人を山生。光祁11年 (1885年)正刀 19日死去、 73歳。位牌名は舟林妙存信女。

， rども 良川 市名うし、戊作6川1011生まれ。女子 童名おた、丑年生まれ、 2歳で夫逝。

・男rうし(1jilj主のため作附)

-村l似: 長引うしへ家作↓|胤j。

大1E91ド(1920イn新府 1JI r 1、!日I1千大，E8午11月3目、村惑が開けられたので、中を調ベて次のように処理した。
/emi'l・1比知!大周子夫婦、 2代古我知親雲 1-.夫婦

このうち、 2代山花知|刊文 1:はや11)壱オパイフ毘へ移すべきであるが、骨を分けることが難しいので、元机ととも
r光りJとは呑炉のことか)

， ヌ代宮田筑牧之夫姉、 4代我ifs祖河夫地頭の娘、電名ウミナの3人。
これは熱肢の 1--、{ljl

， 2代，'i我知釈:l!1:、および3代官虫筑登之夫婦の3人は仲尾オパイフ屋へ渡した。

5代 ，'i我知大州lf-
・小;人

我知lメミ地頑となった。光利2午(1876年) 11月6日死去、 39歳、位牌名は雪岩常自信士。

'11: 
4リJ4立を11¥'L1リ!治29作 (1896年)旧 7月29日死去、翌日茶毘に付す。 60歳。位牌名は秋嶺tj、林信女。

， f-ども 反則 前名とく、流壱お よ作(戚眼 9未年の誤りか) 2月20日生まれ。京名とくの名は公儀より禁止され
ているので、市仇をまっと改名。 8歳から*算:楠古なので、寅作， (1866年)正月より会所へでる。

J-<久 ，'j'( 1〆!なベ，}IIX Oじイ1・(IRSoイド) G) J .'i 
の 1--地にやの )1となる。

次y:， (1861 午)生まれ、翌年疹麻で夫逝。

1ム (-年 (1864年)正月 11日生まれ、産水は大犀の井。仲尾次村小 橋川厚.の長男、

小柄川|にやの妻となる。

次!JJ 1ろなベ、 l，iJrri 
ヌヲj 前名まつ、同治 91r-(1870年)正月 3日生まれ。伊差川村の仲門厘の 3女真加戸を妻とする。明治
27午 (18りが!て)、 1m切の特別な事情の際に寄付金を差し上げ-た褒美に筑登之座敷位を頂いた。

49J j坑4円かな、 '11(1872年) 3月20日生まれ、翠年9月20日夫逝。
4女 Tit名うし、戊 (1874年) 5月27日生まれ、光緒元年(1875年) 11月15日夫逝。

-相続 長引まつ (t{

G代 l'!存用筑仔之
・本;人 高木は大}，{の)1-0 1111切の学校新築'f.tとして10円の寄付をした褒美として間切より筑登之座敷の仰を頂い

た。

・妻

・子ども 長引浦戸 光鮒9午 (1883年) 11刀朔日生まれ、高水は大屋の井.

次9J 明治201f (1887年)旧 9月18日生まれ、産水は大屋の井。
3男徳 明治24作 (1891年)旧 8月10日生まれ、産水は大屋の井。

長女鍋 明治26年 (1893年)旧 7月16日生まれ、産水は大屋の井。



この付基開切jの記事は、後l立において挿入されたもののように見える。

名!It代ごとの記載内作は概して次のようなものである。すなわち、本人、配偶者、およ

びfどもに関する内谷、相続に関する内容、そして妾などのその他の内容である。各個人

に|到する記載内容は、当人の輩名、生まれ年の十一支、産水として利用した川や井戸の場

所、死亡年月日とタE亡時の年齢、および位牌名についての記載がほぼ共通しており、その

他に、本人については簡中-な経歴、配偶者や養子の場合にはその実家、そして、子どもに

ついては/J r rと成人後の事跡が記載されている。このような記載内容をみていくと、

それは1f1先祭耐を行う際に必要な情報を中心とした内容であることがわかる。

雑な経過をたとマっていることがわかる。すなわち、 2代古我知親雲上は初代古我知大屋子

の後長の娘への他系統からの婿養fである。 3代宮里筑登之は 2代古我知親雲上の先妻と

の1mにできた子であり、初代市政矢IJ大屋子との血縁関係は全くない。 4代我部祖河親雲上

は3代目III筑な之の安の弟であり、この場合は他系統からの養子であるとともに、同一1刊甘

5代7173え知大屋子および6代真喜屋筑登之の代になって

ようやく長男相続が児られるようになるが、 4代我部祖河親雲上までの相続は婿養子や他

系統からの相続が続いている。相続すべき子供が生まれなかったり早世したことが系譜関

係を使紛にした原附かと忠われるが、家筋を存続させるためにあらゆる方策がはかられて

いるように見える。すでに触れたように、個人的血縁関係が分断されて家の存続のために

さまざまな)f策が動員されている様子がうかがえる。ここでも系譜関係の主体は個人では

かくて家なのである。

4代Jぇrr!)担?IIJ親雲上までの複雑な継承関係は、今日のユタ的職能者であれば子孫に災)[
をもたらす原内になるとして、シジタダシ(筋正し)の対象となるなずである。しかし、

この[家流記jにおいては、祖先の系譜関係の遡及に際してはユタ的職能者の深い関与が

ldめられるにも関わらず、この複雑な系譜関係がとりたてて問題とされているようには加

えない。つま り、近慨末のこの当時、タチーマジクイ(他系混浴)やチョーデーカサパイ

(兄弟R令)やチャッチウシクミ(嫡子押込)といった今日のユタ的職能者を中心として

mi伝されているような禁忌観念があったとは思われない。それは、当時、今日のユタ的職

他行-がぶliIJしているような先鋭な父系JUl縁的継承原理が存在しなかったことを意味する 。

あったのは、父系JUl縁的継永原理で、はなくて、家筋継承の原理である。 r家流記Jに記さ
れている本宗の系譜関係を明確化するとは、いいかえれば、外戚を区別し、本宗の系譜関

係を家筋取系的に遡及し明確化するということだったのである。

村外絡が多いという点も確認しておきたいo r家流記jから13組の婚姻関係を拾い出す
、とがで、きるが、その内訳は村内焔 4組(約31%)に対して村外婚9組(約69%)であ

る。 村内法において規定されているように村内婚の規制が強く働いていると考えられる近

III判明の農村社会において村外婚が村-内婚に比して 2倍強にも達しているというのは意外

か観がある。このような比ネを当時の農村社会全体に普遍化することはできないと思われ

るが、少なくとも炭村部の一部の階層では、村内婚が強く求められていた当時においても

すでに村外婚がかなり行われていたことをうかがわせるものである。あるいは、農村内部

の-部の階層が他の階層との差異性を創り出すために科料を支払ってまであえて村外婚を

繰り返したとは言えないであろうかo いずれにしろ、そのような動向は農村社会の特定の
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階層において生活の単位が村落共同体から家へと移行していく兆候をノ示しているように見

える。

すでに触れたように 『家流記Jは後世に書き入れが行われているが、大正期以降の書き

入れをみると、祖先の系譜関係をあるノJ向へ修正しようとする動きがうかがわれる。まず、

人IE9年l正月に村募が開かれたときの記載によると、次のような処理が行われている。す

なわち、墓内に納められているごつの骨査の一方には初代古我知大屋子夫婦および2代古

似1I親雲t}J1dの遺骨がいっしょに納められ、もう 一方には 3代宮里筑登之夫婦および2
歳で死去した4代技庁1S1lliuJ親雲!この娘がいっしょに納められていた。そのうち前者の骨軍
について、2代山政矢11親雲上の遺骨を他の 3人の遺骨から分けて仲尾オパイフ屋へ引き渡

そうとしたが、 ill竹の選別ができなかったので、双)J話し合いの結果、遺骨はそのまま扮:
ぇii'(くことにして、 「光り(呑炉か)Jと2代古我矢Ll親雲上の位牌とを何I尾オパイフ屋へ
引き波した。後打の付高については、 3代宵里筑宏之夫婦の位牌とともに仲尾オパイフ庵

へ引き波したが、 りもり」はそのまま抑え置くことにしたと記されている O この記載によっ

て、この1151〔で2代r'i技知親雲|こと3代宮里筑登之夫婦の 3人の遺骨をイ中尾オパイフ犀へ

引き渡そうとしたけれども、他人の遺'丹と混在して選別できなかったので、遺骨と香炉を

分離するという折点f内処用が行われていることがわかる。たとえ折衷的な方法を取らなけ

ればならなかったにしても、この段階で、祖先との系譜関係をある方向へ修正しようとす

lullt内科からだけではイrjr尾オパイフ屋がどのような関係の家柄なのかが明らかにできない

ので、別段|併ではどのような方向への修正であるのかは判然としない。他系統の婿養子筋

I'tll先の系訴から外そうとしているらしいことが漠然とわかるだけである。

系I税関係を修正しようとする動きがうかがえるもうひとつの箇所は、初代古我知大屋子

とその後長に閲する行問書き入れである。古我知大屋子については、 「元祖事、昭和四年

1L) J IゾLI1こ'i下川端斥へ移巾候也」と記され、その後妻については、 「元祖跡妻ハ昭和IVq

{F九)J卜九日当字川端足ノ家内へ移転中候也」と記されている。この時点で、この2人の

比例!が川端)q{へ移されたことがわかる。この川端屋というのは、この夫婦の娘加那の最初

のんiiJ以11にやの家である。なぜ、初代古我知大屋子夫婦の位!神を娘の前夫の家に移動する

のか。そのJlHlllは現在の沖縄社会において行われているシジタダシ(筋正し)の論理を駆

使してみても足解しがたいが、このとき何らかの祖先の系譜関係の修正が行われたという

ことは明らかである。

確認しておきたい点は、これらの書き入れが系譜関係の補足ではなくて修正であるとい

1 

段階にはいったことを窓|床する。これは現在行われているシジタダシへとつながっていく

源流と考えることができるだろう 。したがって、この資料による限り少なくとも大正中期

まではシジタダシの歴史を遡ることができることになる。

第4項 f家流記Jにみられる士族アイデンテイテイの拡散
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{家流記jにみられる疑似上族アイ デンテイテイの獲得過耗をもう 一度振り返りつつ整

即したい。

I家流記jの最初の作成者我部組?nJ親雲上は、間切の夫地頭職に就き、また、 王府に-
度にわたって献金し、褒美を得ている。その功績は、彼の上昇志向性とそれを実現する有

能さをぶしている。彼内身は養子として他系から入ったが、 f家流記J作成以前にすでに
家筋に基づく士族的111先崇拝をすでに始めていた。すなわち、それ以前に名護間切宮里村-
のは殿内Jを「大ie111 Jとして、 5年ごとに参拝していたのである。また、百姓身分で
ありながら、 [家流記jのような社l先の由来記を作成しようとするのは士族的志向性の表

れと見ることができる。つま り、彼は、家系の存続と繁栄を願い、士族へむかつて上昇す

るJぶliJJ't/t'を持っていたと考える こと治宝できる。

な)切符をかけていたものと忠われる。ところが、このうしに七歳から異常が見られるよう

になる。それは、裁部組河親雲上に とって、自己アイデンテイテイの基盤を動揺させる山

川iであった。

うしの症状は、精神的疾患のような、何かに愚かれているような異常行動を呈した。そ

の後の対処の仕ノJから推して、家族のものにも、うしの異常行動が何か宗教的な原因に基

づく ものであるという了解があったものと思われる。すなわち、家族のものたちはうしの

juiW動について、医在に診てもらう以外に、各地の「占功者」ゃ「時よむ宜敷者」を廻っ

てI'iってもらい、あるいは寺院で祈祷してもらうのである。 ，占功者Jや「時よむ宜敷者」
というのは、全体の文脈や沖縄の現行社会慣行から推して、ユタ的職能者と思われる。

ユタ的職能者は、近世期以来現住に至るまで、時の政権やマスコミなどから、邪教を流

身を隠す傾向が強いが、その独自の災因論によって現在もなお沖縄社会に強い影響を与え

杭けている。ユタ的災閃論とは、人々が現世で出会う不幸や災難は、その祖先が、相続関

する内来観である。

っしの異常行動が表れたとき、家族のものたちがユタ的職能者と接触し、その助言にし

たがうことで問題解決-を凶ろうとしているが、このような行動は現在にもあてはまるきわ

めてyrlJ制的な行動検式で、ある。うしの異常行動を契機としてこの家族に「自分の自分とし

げの物l川が機得されていく過程にユタ的職能者が介不正したのである。ユタ的職能者の介

(1:によって、うしの央常行動の版凶がこの家系の過去における宗教的過誤に求められるこ

とになる。 しかし、この事例では、うしの症状は、なかなか快方に向かわない。それはう

しの家庇にとっての，(1分の向分としての」物語に山会えないことでもある。うしの異常

i J動は彼が15歳になるまで続く 。 しかし ある時、 「占功者Jから、自分の家系が護佐丸
のf係であると教ぶされる。それは新たな祖先の発見を意味する。

議1/(九とは、 15Ut紀半ばに市躍した沖縄の歴史的英雄で、遠祖は天孫氏であるともされ
ている。 彼は組踊「一二竜敵討」によって悲劇の忠君というイメージを与えられたこともあ

)、 irlJ純史上長も人気の高い歴史的英雄の ー人である。政部祖河親雲上の一家は、その護

佐九のf孫という指摘を受けたのである。護佐丸の子孫である以上、子孫として護佐丸ゆ

かりの作所でしかるべき但先祭犯を行わなければならない。にも関わらず、そのことを心、
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却してしまって祭配を行っていないので、祖先がうしに異常行動を起こさせてその過ちを

比例iiuJ親雲上 一家に知らせているというわけである。技部祖inJ親雲上一家は、ユタ的論

理に基づ、いた新たな疑似土族としての白じ物語を受け取ったのである。

我部組j可親雲上の一家に示された「護佐丸の子孫として」の自己物語は、護佐丸の子孫

としての生き方をも同時に示している。戎部祖河親雲上家では、ユタ的職能者の言に基づ

いて、しかるべき護佐メLゆかりの拝所で、祖先祭犯を行った。すると、何年も治らなかった

うしの異常行動が快ノJに向かった。快方へ動いたことによって、我部祖河親雲上一家は、

ユタ的職能者からぶされた護佐丸の子孫という自己物語の信惣性を確認し、その疑似士族

的アイデンテイティを受谷したのである。こうして士族アイデンテイティは百姓階級へと

拡散していく。

渡仏)Lゆかりの作J9rとして教示された今帰仁城、 111rn城、および内問御殿は、現在でも

去1..家にとって、設杭丸のf孫、として自己物語を受け入れることは、そのような歴史文
化的立|沫をもった場所を「自分の場所」として受け入れることでもある。

その後、うしは結納し、 4男 4女に恵まれ、 23歳の若きで夫地頭職を得た。護佐丸のJ二

係としての新たな11:き)Jを自己アイデンテイティとして受容することによって、我部組河

「男子

うし市ニ相成依 k、孫々も致繁栄、大粧為筋相成候問、先様子孫共無遅滞、入念可拝事

(;lO) 

に、抗日l)tf1河親雲 Lの希望通り、その子孫たちは、それ以降、護佐丸関連の祭杷を受け継

ぎ、議佐九の子孫として生き続けていることが、 『家流記J中の1883年や1920年の}JII筆
から伴認できる。
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第5節 『元祖之儀jの分析

rie在i之儀jはtr護111イ中尾次において収集された地方文書で、 1860年前後に同地域の
11性階級の家系でイ'1:成されたものである。ここではその分析を通して、 当時の同地域の

性|情級に組先山%記を作成し、

実践しようとする機運が高まりつつあったことをrYlらかにする。しかし、 一方では在来の

氏系的系譜に基づいた祭紀や「育てのご恩」と呼ばれているような多系的、地縁的祭犯が

強〈残存している状況も確認することになる。

r Jt>tll之儀jは、系譜確認を It心とする第 1部分、祭紀記録を中心とする第2部分、そ

して本家筋による記録を筆写したと忠われる第3部分の3つの部分に大きく分けることが

できる。第l部分の段後に成豊8年 (1858年)の年号と小橋川筑登之とその一門と忠わ

れる6名の述署が付されている。小川徹の分析によれば、この署名は後世の書き入れのよ

うである (31) 0 第2部分はこの第 i部分の系譜関係に基づいて付加された祭杷記録であ

る。そして、第3部分は、小橋川筑登之の本家筋に当たる恩納間切名嘉間村祢不犀の金城

についてはすで、に小川微によって検討が加えられているので、それを参考ししつつ、本稿

州知心にHIJして整則していくことにする。内容から確認できる系譜関係は図2・3のように

なる。

第i項 『元f[l之儀jの内容

( 1 )第l部分

まず、第l部分を検討していこう 。第 1部分は4カ条の条文によって構成されているが、

その第i条文は次のように記されている。 (32)

l.0思納間切名嘉問村、称不之屋、主し川屋両所より当間切仲尾次村江差越、名嘉間

!毛二小11素立候段、jfK

イ11.、称不之同は此元祖より本

三し川斥はやl'尾次村名嘉真屋より本
イ1・成行ハ[:.川斥之は阿前事、金武間切同村、小橋川屋之女子ニ而、主し川屋江嫁相

成、リJ!-'白人、 !;;I-壱人生-f仕候折、夫ハ致死去、子共幼少、素立方極々難儀之湖、

刺町村之儀疲人、円女1:共方々江及離さんニ候境節、子共引列リ、仲尾次村名嘉真屋

y[左越為けi段、上1、主し川屋男子ハ右名嘉(問)屋ニ家内相立、称不屋男子父母之

儀ハ此元祖ニ相1成候、清細ハ諸事、墓所等相求、及難儀上、子共素立親之所より惣、

微ニテ大元組相成候段、委細承iド候、且、兄女子ハ源河村たる新里祖母、弟女子ノ

呉我村かまと山減妻之祖母与承lド候

く要点整理>
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いU2-3 r元祖の儀J系住
恩納間切名嘉問村

ム ム ムー源、河村

、し川屋 たる新

ム ム b一一

称不

の祖母

兵我村

かまと山城

の妻の祖母

等村

かめ上問

の祖母

当肱

↑ 

屋

我部村耕作屋

松田

11村松川屋

る松J11、うし上地
'.111辻

ム小橋川にや

ムかめ小橋川

ム与那嶺にや



い(12・3 r元祖の儀J系図
恩納間切名嘉間村

ムムム A 「。、し川屋 11 I 
①111  
I Iーム

Oは阿前
10 

②11|  
I Lーム

羽地間切仲尾次村

〆 (

①11 「
|I Iーーと込 ノ

Oは阿前"'

②IW
U 

11 

移住

ム

ムム

称不
一口 口 ム金城仁屋

(第3部筆者)

羽地間切

親川村

下屋

田井等村

上向

(上茂かい)

首里平良村

ム

0は阿前

里

阿

首

は
O
A
 

一
汗
-
数
ム
糸

親川オ
かん，。

ム前城筑親雲上



一一ム金城仁屋

(第3部筆者)

羽地間切仲尾次村

〆 源河村

①|ι: -v たる新里
移住| ¥ 

の祖母

司、 E

呉我村

かまと山城

11 」ム金城
11 

の妻の祖母

ム

。は阿前
羽地問切 田井等村上里屋

下屋 の祖母

ム小橋川

田井等村 戸司 筑登之「ム小橋川にや
上向 ム一一-0首里
(上茂かい) 糸数しや 企守 は阿前 | トムかめ小橋川

首里平良村

。

。 。
+ ? L ム与那嶺にや

親川村 | 我部村耕作屋
かんそりせり屋 松田

。 親)11村松川!屋

ム前城筑親雲上

たる松川、うし上地

の祖母



越し、名嘉問屋で生活を立てたということである。

1.2称不之屋はこの家(r元祖之儀jの作成者の家)の元祖の本であり、 主し川屋は
1'1
1尾次村名嘉真犀の本で、ある。 (rこの家jというのは名嘉問屋から分かれて称不
屈の男 fおよびその父母が興した f元祖之儀Jの筆者の家、すなわち羽地間切親川
村下屋である。)

1.3 1:し)11尿の「は阿前(おばあさん)Jは、金武間切金武村、小橋川屋の娘で、主
しJ11屍へ嫁ぎ、男子 1人、女子 l人を出生したが、夫が死去したo

1.4 r-どもが幼少で養育が非常に休|難だったので、親類中で吟味の上、称不屋の次男

と縁組みした。

1.5 lljJ 1 kをもうけたが、名嘉間村が疲弊し百姓たちが方々へ離散する中、子ども
を引き述れてイ'I')i次村の名嘉真屋ヘヲ|っ越した。

l.6 i:し)11民のリJfは名嘉|問屋に一家を構え、称不屋の男子およびその父母はこの家
(親川村ド尾)の元担となった。

(それはまさに十11先第 l代ともいうべきものである)からさまざまな系譜関係によっ

て大元組に到るその経緯を詳しく承知した。

1.8イ1:長以lよ初、iIJI村のたる新lliの社l母であり、年少娘は呉我村のかまと山城の妻の社l
りであるという 。

第2条は次のように記されている。

2.0 JetUお不Aく之儀、名嘉真村よりイ中尾次親川又井川江引越シヲ以、毎年正月二日定
11 f日立、門'1'相J前、水之立願仕来り居申候
く安点終.EP.>

2.1 JlAJlの「おイミノ1< (産水)Jは、名嘉間村からイ'IJ尾次の「親川又井川」に移して、
旬{f正)J二日にLI取りを決めて、門中一同揃って「水之立願」を行っている。

第3条は次のように記されている。

3.0 rf 
かい之Je:tllr孫、糸数にや与q-l人、御殿御奉公詰之時、皮前城御宅如何取合候哉、
IJiJ城之k子爪歳之11寺分、糸数にや周ニイ寸、相wリ候ニ付、上向江引越、素立ノ7被成
候折、此Je11l武代日金城与!↑l人、夫婦相成、男子武人、女子壱人致素生、嫡子札名

ハ111J 1-等村 1-_'tI)q{ I}-lド、かめ上問1tll手ニ相成肘中候
附、父分り、は壱袋之女子ハ当村松川屋之たる松川井うし上地祖母ニ付、首里江

之美11tlj下料、右皮ヅ|員・τ1'-いたし候-'_
く要点整.ill!>

3.1小橋川筑登之のド屋家が首里平良村の前城筑親雲上家と合同で神拝みを行ってき

た経緯は以下のようである。

3.2 当間切(羽地問切)出井等村の上茂かい(上向)という家の糸数にやという人が
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「御殿御奉公詰Jで首里{1:まいをしていたとき、出j城家とどのようなやりとりが行
われたのかは定かでないが、前城の 2歳になる娘を預かり受け、実家の上茂かい

(上向)家で育てた。

3.3 その娘が大きくなって、この家(下屋家)第2代目の金城という人と夫婦になり、

男子2人、女子 l人が生まれた。

3.4 3人の子どものうち、 「嫡子(長男)Jは札名を与那嶺筑登之という 。次男かな
は札名を小橋川というが、当分のあいだ下屋家にその仮位牌を安置して拝む。 (次

3;は後継おを持たぬまま死亡したようである。 I当分Jの文言が見えているので
いずれはこの仮位牌はしかるべき後継者にヲ|き渡すという意図が込められているょ

っにもみえる。)なお、女子は凹升二等村の上里屋という家のかめ上聞の祖母となっ

そのAAが税川村松川屋のたる松川ならびにうし上地の祖母となっているので、首
tFみの際にはそちらの引にも「ネ111拝料」を均等に割り付ける。

第4条は次にように記されている。

4.0イ1片ll!.はド'1前お不水之儀ハ白分ニ而首里より当村親川井川江引ケし、毎年五月水
之虫願仕米り巾候

附、イ7はドIIJ，)ij素立方之恩、、上茂かい元祖孝儀方之儀ハ糸数にや大衆前弁同人子迄、

く安111室用>

4.1先の「白IJlは阿HlJ(首里出身のおばあさん)Jの産水は彼女が自分自身で首里か

4.2 i汁Mlは阿!日JJの「素立方之恩」に対する上茂かい家の祖先への「孝儀(祭利)J 
は、上茂かい家の糸数にや大衆前とその子どもまで、祖先の年忌ごとに祭杷を行う

ので、そのように心得て子孫に伝えていかなければならない。

下れら4カ条に統いて次の記載がある。

5.0イjケ燦許之通、 111親より伝迄ニ而H記無之候付、此節、門中兄方親々相揃、委敷
lqfd間候fflJ、無伝失、致格護、永々子孫共江申含ミ日記仕置申候 以上

成建八年戊午九月一

小橋川筑登之嫡子文子

那嶺に

文子与那嶺にや嫡

かめ小橘)11 
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与那嶺筑登之嫡子

小橋川筑登之

〈小橋川筑登之嫡子〉

次男

小橋川にや

〈次男〉

同三男



かめ小橋川嫡子

小僑川筑登之

かめ小橋川

5.1 以上の条書きのように伝承されているが、記録帳がなかったので、この際、門中

が集まって詳しく書き記しておくので、伝失することなく保持し、永々子孫に申し

伝え、記録をつけておく 。

5.2 成豊八年は1858年にあたる。

( 2 )第2部分

この連署に続く第2部分は、この家統3代目の与那嶺筑登之以下の系譜関係と関連祭犯

に関する記載内容である。次のように記されている。

6.0 

ノ人ハ男兄弟11:.不'11、父り屋すない方仕候者不罷居、右与那嶺筑32之ハ妻(友子)
I VLI人、 JL、文了-故与那嶺にや合七人水之事

新川ハ71-'代め小柄川にや、次男かめ小橋川、右女子五人之内壱人、田井等村た満い

、!?分此人数之事

新川は六代め小橋川にや兄弟〆六人、五代めより六代め当分此人数之』

1ll火神ヲ以、川前之事

大!毛抜江差越之水;z願ハかんそりせり屋より催次第相合候事

川上ネナおはいイサ長文子新城にや宅江相合、水御立願之儀、前条同断

城ド"Jしやけよ(二川)1二等阿しやけ、谷田阿しやけ、茂てん阿しやけ、古我女IJ阿しやけ、

才1嘉文村美ネ111作五年廻之事

行恒ハ七年廻之事

旬、武行別紙rI記表、拝米り申候
附、嫁々の引々より、神作料とシテ貫平之湖、委敷問尋ヲ以、差出シ候事、尤、

依l侍ハ武重渡りいたし不可然事候問、其心いたし候事
く3安zLj人点I，IX事整冬吏用g>

(親川村)のかんそりせり尾に関して、この家(下屋)の 3代目与那嶺筑思

之の妻はかんそりせり屋の娘である。

6.2 彼久-にはタj凡弟がなく、その父母を養う者がいない。
6.3 r与那嶺筑登之ハ妻(友子)〆凶人、且、文子故与那嶺にや合七人水之事Jの文
百箇所はどのように理解すべきであろうか。 i妻(女子) 〆四人Jとは妻の姉妹四
人ということであろうか。 i合七人jとは、与那嶺筑登之の妻の両親、 「妻(女子)
メ四人J、および文子故与那嶺にやのことと思われるが、与那嶺筑登之がこれら 7
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人の産水の祭記を引き受けたというのであろうか。 (与刃向貢筑登之にと って妻のfllJj

親は外戚にあたる。)

6.4新)11は、 5代u小橋川にや、次男かめ小橋川、その女子で田井等のた満い川屋の
まつ上鹿島袋にやの妻、小橋川の(姪)まつ、およびその女子かなとまかの 6人の

序ノ水である。 (1.イi女子五人之内壱人、回井等村た満い川屋之まつ上座嶋袋にや妻」

を、 5代L1次男かめ小橋川の 5人の女子のうちの l人で、出井等のた満い川屋とい

う家のまつ上雌島袋にやの妻となった女性と理解した。)

6.5新川は、 6代日小橋川にやの兄弟 6人の産水である。

6.6 J北部村上ノ)11は4代小橋川筑登之の妻の産水であるから、同村耕作屋の松凹家の
;ttl1や火ネ111に対して 1)11 T]ij Jの祭犯を行う 。 (1) 11前」というのは 1)11参りJの窓
l床と忠われる。なぜ、小橋川タL畳之の妻の「水之事Jについて、松田家の元祖や火ネIp

を祭配対象とするのかは不明。この「川前」の祭犯は下屋にとっては外戚筋の行ー

である。)

6.7 大屋戎(大原inJのことか)へ移動した「水立願」はかんそりせり屋から催促があ

り次第合同で行う 。 (I大尾我(河)Jが誰にゆかりのある川であるのかは不明で
あるが、かんそりせり犀とは前述のように、 3代日与那嶺筑登之の妻の実家であり、

ド)1{からは外戚にあたる。)

6.8 川上村おはい不屋の文子新城にや家と合同での「水御立願」は前条同様、先方か

らの催。[次第行う 。 (川上村おはい不屋が下屋とどのように関係があるのかは明ら

かではない。)

6.9減あしゃげ、問弁等あしゃげ、谷田あしゃげ、茂てんあしゃげ、および古我矢[1あ

しゃげの5カ所は3年廻りで8月10日の折目に火神拝みを行うが、それはかんそり

せり短からの案内があり次第、それぞれがーカ所のあしゃげへ参拝する。 (これも

6.10 名嘉真村への「美ネlt}平jは5年廻りで行う。(これは名嘉間村-の材、不屋への神拝

みであり、後半部の冒頭に記されている「羽地問切親川村小橋川筑登之一門井同問

州"，尾次村名嘉問屋之一門中相合、五年廻ニ而御神拝」の内容と一致する。これは

本宗系統への祭犯で、ある。)

6.11 肖IIIへのJ手みは 7if-廻りで行われている。 (これは下屋2代目金城の妻方への祭

6.12 1キ嫁)jの外戚系統から神拝分担金として平等割付けの催促があった場合には、詳
しく問いただしてから差し出さなければならない。ときには二重に渡して不都合が

生じることにもなるのでその心づもりでいること。

( 3 )第3部分

ド!宅の木家筋にあたる恩納間9J名嘉I田村の金城にやによって作成された第3部分はそれ

以前の部分と臼3電復しているが、次のような内容である。

7.0羽地問切親川村小橋川筑登之一門井同間切イ中尾次村名嘉問屋之一門中相合、五年

組ニ而御神作之時、当元祖火神井主し川屋元祖火神御引合仕来り申候成行之次第左
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なうし川四代日成祖父之儀、金武間切同村小橋川屋之女子、致妻、男子武人、

友子壱人致素生侯折、皮ノ夫ハ致死去、右子共素立方ニ付、極々難儀之時節、

当所四代目成ル次男伯担父ノ¥なうし川屋女と致夫婦、皮ノ子共相素立呉り度、

門中l吟l床之上、右イ白lli父ハなうし川屋江相立居候処、男子壱人、女子壱人生子
いたし、布子共素立居候時節、名嘉真村之儀ハ連々疲入、方々江離さんいたし

候境節、親r共惣、様羽地問]切イ'11尾次村江引越シ、名嘉真屋与申所ニ雨、相素立
為抜成段本中候、 Ii、先留主し川屋との男子武人ハ次村名嘉真屋ニ家内相立、

跡留称不尾次男との男子弁夫婦ハ親川村下尾与中、小橋川筑登之元祖相成候段

*lj1候、右成行ニイナ而は、当所ハ親川小橋川筑登之より本、なうし川屋ハイ中尾
次1'1嘉兵属より本也

イj之次第、科j位ニオ11成候得は、両方共無案内ニ相成中候問、此方ニ茂日記仕種度、

羽地よりIjI {l'，有之候付、此節委敷承、 書i萱申候
以上

成iJJI船員υf=-壬戊ノリJ1-ー ・
<1111整JW>

名嘉真錠称不屋之

金城にや

7.1 羽地nu切親川村の小橋川筑登之の一門と同間切イrjJ尾次村'の名嘉問屋の一門が合同
で、 5イl:yMりの十11I作みのときに、この祢不屋と主し川屋の元祖および火の村lを拝む

」とについて、その成りゆきの経過を次に記す。

7.2なうし)11ば(七し)11屋) の 14代日成祖父」は、金武間切金武村-の小橋川犀とい

う家の娘を妻とし、男子2人、女子 l人をもうけて死去する。 (遺児の数について、

2 VJ 1 !J:.とされているが、第 l部分の文章では、 l男 l女になっている。第 1部分

のそれの)jが内符的に整合性があるので、 「男子武人」は「男子壱人」の誤りと忠

われる。また、 14代目成担l父」とは、なうし川屋の初代から数えて4代目で、カ

っこの作成者金減にゃから数えて2代上の祖父の代に当たるという意味で、 「祖父J
という丈芹は令与えにやとのUlL縁関係を示したものではないと思われる。)

7.3 i 4代11成相父」の死後、その妻は子どもの養育に困難をきたし、 「当所J (恩
納1111切名品IlUf、I祢不屋)の 4代目の「次男伯祖父」と結婚する。(1次男伯祖父」
という記載について、人り婿としてでた者をたんに「男子Jではなく、あえて「次
9JJと記した以 l-_、休不尽の家元を継いだのは長男であろうと考えたいところであ
る。しかし、伯組父は字義どおりに解釈すれば祖父の兄を意味するので、祢不屋 4

代1jの家元却を爪者は 3男以下ということになる。 1伯祖父Jは「叔祖父Jの誤りで
はないかとも忠われるが、現段階では確認すことができない。その「伯祖父」の結

婚相手は「なうし川屋女Jとなっているが、これは遺児の母親すなわち金武村出身
のは阿前と忠われる。)

7.4 子ども養育のため、門中で話し合いの結果、この「伯祖父」はなうし川屋で生活

し、l児lT:が生まれる。

7.5 子どもの養育j切に、名嘉間村は疲弊し、村人の逃散があいついだ。(この村落疲

弊は金城にやの 2世代前の出来事であるとすれば、 18世紀末から19世紀初頭にか

けての名嘉間村の状況を伝えていることになる。)
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7.6 そのころ、この親チも一家をあげて羽地問切イ"1尾次村の名嘉問屋という家に引っ
越した。(この親子が身を寄せた名嘉問屋は、その屋号が示すように、名嘉問村に

ちなんでつけられたものと思われるが、この家族が住む以前からつけられていた尾

すなのか、住むようになって以降、この家族の出身地にちなんで付けられたものか

は不明である。)

7.7 なうし川原の先夫との問に'1三まれた男子は名嘉問屋を継承し、祢不屋出身の入り

府との|問に't:まれた男子と親夫婦は親川村に下屋という 一家を備え、小橋川筑登之
の元祖Iとなった。

7.8 以上の次第で、 「当所J (祢不屋)は親川村の小橋川筑登之の本家筋であり、な
うし川岸はイ'1'尾次村名嘉問屋の本家筋である。

7.9 以上のよ うなこ との次第は時が過ぎればどちらの家でも事情がわからなくなり、

また、 羽地の小柄川家からの記録帳作成の巾し山もあったので、この際詳しく承っ

て書き;己しておく 。

7.10成豊拾武イ!三は1862年にあたる。

第2項 『元flt之儀Jの考察

I l之儀jのうち、第 1部が作成されたのは1858年である 。羽地間切親川村下屋の

11小橋川筑登之の祝点から書かれており、 1862年に作成された第 3部も彼の依頼に

よって作成されたことが記きれているので、この『元祖之儀J作成の中心人物は羽地問切
税川村下尾の4代日小橋川筑登之である。この年まで、この家系には祖先の由来に関する

たという。 r元祖之儀jが作成されるまで、この家系には祖先由来記ははなかったのであ
んしたがって、この家系は百姓階級であることがわかる。しかし、 『元祖之儀jが作成

された後で、その系譜関係に基づいた祭犯が実践されたのではなく、それ以前にすでに但

jLの系譜を遡及し、それに基づいた祭記が行われている。 r元祖之儀jはすでに行われて
いる但先祭犯の線拠となる系譜関係を確認し、記録に瑠めておくために作成されたのであ

る。

系議関係を|司定した点であるが、その同定のしかたをみると、複雑な系譜関係を整理して

父系的に系識が遡及されていることがわかる 。このような父系的系譜遡及、それに基づく

m先祭犯の実施、そして、それを担先由来記として記録に留めるという 一連の行為は、士

族的制度物が導入された結果だと思われる。 r門中Jや「一門Jという士族的用語が使用
されていること も、 l:族的制度の導入を裏付けるものである。 r三年廻」、 「五年廻」、
「じ年廻Jなどの祭肥の周期に関する用語も士族的用語と恩われる。したがって、この

度を模して、但先の系譜を父系的にたどり、それに基づいた祖先祭杷を行い、また、祖先

由来記を作成する↑餅7が浸透していたことがわかる。こうして疑似士族的アイデンテイテイ
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しかし、 一方では母ノJ、妻方などの外戚関連の祭配に関する記載が多いこともこの [元

祖之儀jの特徴のひとつである。これは、前節で検討した 『家流記jに、 「山原表は本宗

外威之差引無之、両)j共拝神仕候俗式ニ候 (33)Jと記されていたような習俗の一端を垣
間みることができる内容である。 r家流記jでは、この引用文に続いて、このまま何代も
過ぎれば、終にはみ;宗と外戚が混雑してしまうので、この際明確にしておく必要があると

いう i:行が記されているが、 r Jetll之儀Jをみると、これを作成した羽地間切親川村下屋
の家系で、は、このまさにその混雑の兆候が顕れているようにみえる。その混雑の兆候のひ

とつが祭利料文払いの問題である。6.0の終わりに記されている「嫁々の引々より、神拝

料とシテ良子之刷、委敷問尋ヲ以、 差1]1，シ候事 (31)Jという附書は外戚関連の祭犯に混

あえて記録に儲める必要があったものと思われる。

4.0の附存に「点、工ノj之思」としての祭犯に関する記述が見えているが、羽地地域では

械に遡及し、過去の11l先や恩人、ゆかりの地に対して、 「素立方之恩」として行う祭杷慣

)のような似定を11"うのは、沖縄の現行の祭杷慣行においても両者が共存しており、 「育
てのご思」に対する然記は「育ての親」や「育った場所Jへの感謝の祭犯とされ、村の御

r Je111之儀Jにおいては、 「育てのご恩Jの祭杷のrjJでも、とくに産水の祭犯が重視さ
れている。このような特徴は f家流記Jにおいても見られたものである。この当時、家庭

然記のように忠われる。 (35)

この rIG111之儀jでも村外婚の事例が目立っている。主し川屋の「は阿前」は金武間切J

その版本の記事をみると村外からの婚入のようである。したがって、ここでも村内婚の規

制があまり強くないように見える。しかし、戦前まで、は農村社会で、は一般的に村内婚の傾

がljdかったと耳目解すべきではないだろう 。むしろ、農村社会でこの時代に祖先由来記を作

成しようという怠識をJ、子つに宅った|併用に特徴的傾向と考えるべきであるだろう 。

Fし川局の家統は、この一家が羽地問切イqr尾次村へ移住した時点で断絶したと考えてし

まいそう であるが、 「主し)11尾はやl'尾次村名嘉真屋より木Jという記述をみると、その後
も{{続し続けているようである。これをどう理解すべきであろうか。次のような可能性を

号えることができる。ひとつは、もともと主し川屋には複数の世帯が同居していて、移住

後に残った附が主し川屋を継示したという可能性、第2は、移住後の空き家に別の主し

111屋系統の世情が移り住んだという可能性である。この点をさらに追求しようと思えば、

近削jにおける家の継承の問題を村落社会におけるその機能と併せて検討する必要がある
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だろう。しかし、第3の可能性も考えられる 。それは、この移住の経緯が後世の「創造さ

れた歴史jであるために現実との聞に矛盾をきたしているという可能性である。このよ う

な11J新日の類は人々の断片的な記憶や資料をもとに作成時点から過去の歴史を再構成する

性質のものであるから、ユタ的特殊能力や想像による歴史の創造が行われている可能性が

あることを念頭に置いておくべきである。
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第6節 「位牌致焼炎侯者井係合之者共口問J(36)の分析

次に紹介するのは、那覇近辺の百姓階級が関わった平等所における裁判記録である。精

神的異常をきたした'人の女性の引き受けをめぐってその母方と父方が争い、その過程で、

Jになるとして糾
明することになったのである。双方の関係者が呼ばれて平等所で尋問が行われたが、その

記録がここで検討する資料である。 1874年に、 「位牌致焼炎侯者弁係合之者共口問Jの

に)，イ11:するrf夕刊号?級が上族的系譜観念および位牌祭紀を内在化している状況を明らかにす

る。

第1JJI 事件の経過

1873年5、6JJ 1虫、乱心の風休をしたウシという女性が那覇、泊あたりを俳佃してい
Iおよび三平等の惣験日がこの女性を保護し、実母を山頭させてが|砂jした

ところ、実りは、ツシの「本I!:.)JJは壷屋村の無系小橋川家で、その家がウシの亡父の枕

JWなどを頂かっているので、小橋川家にウシの保護を仰せつけて下さいと主張した。小橋

川家に札すと、小橋川家は、ウシは「他系筋」であるから保護はできないと主張した。こ

の')シの処遇をめぐってが(ブjが争っていたのである。双方の当事者は、ウシの実母かま

(61歳)とウシの実父の従兄弟の子に当たる小橋川筑登之 (43歳)である。ウシの実父

はこの11，):すでに死亡しており、その位牌をこの小橋川筑登之が預かっていたのである。

ところが、この尋問の過科で、小橋川家の者がウシが新調した位牌を焼却したことが明

c) 

っなれ:為は風俗の妨げになるとして平等所で関係者が糾明されることになったのである。

Jf二係令之者共IJ問」によって、ウシをめぐる状況および糾明に到るま
での経過を整即すると次のようになる。 (図2-4参照)

小柄川筑設之の説明によると、ウシの実父は、小橋川筑登之の叔祖母の私生児であった

が、彼(ウシの実父)が5、6歳のころその母親(小橋川筑登之の叔祖母)は亡くなった。

父)Jがわからないので、ウシの実父は母方叔父に育てられ、名も小橋川とつけた。彼は、

2 7、8歳のころにかまと結婚し、母親の位牌を持って別家した。ところが、ウシが生ま

れてまもなく離帰してしまい、ウシは実母に育てられることになった。

ツシの実父は、離婚後、生活に閑窮して再婚もできない状態になってしまった。彼は自

分の住宅を売り払い、亡母親の位牌.はもとのように小橋川家に預けて、方々の日雇い労働

で'E計を立てていたが、まもなく死んで、しまった。小橋川筑登之が伝え聞いているところ

によると、葬式を/1'，してくれる者もなかったので、彼の父親と叔父が取り計らったという

、とである。その後、この小橋川筑登之が亡祖母の祭杷を行うようになり、ウシの実父は

外威とはいえ小橋川筑登之自身の叔祖母の子であるから、彼がウシの実父の位牌もいっしょ
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凶2-4 ウシをめぐる系譜関係

ム大減筑登之親雲上

0かま(妹)

ム比嘉筑登之

②11 

0かま(実母)
ム ①1 0ウシ
l ム実父

ム rO叔祖母

11 I r-ム小橋川筑登之親雲上
o I 

L ム祖父一一
山 ] トム小橋川筑登之(位牌保持者)
11 。

l ム小橋川にや



方、ウシを引き取った実母かまは、離婚後、西原間切小橋川村居住の無系比嘉筑登之

の妻となった。ウシは、かまが育てたが、ウシが6、7歳になったころ、かまの実妹で辻

で傾城(遊女)をしているかま(姉妹同名)に預けた。 しかし、ウシは妹かまの気にいら

れず、12、3歳でほかまのもとへ戻ってきた。その後、現夫比嘉筑登之家でウシを育てて

いたが、家庭が附窮していたので、ウシが15歳のころ前夫方には知らせずに、この現夫が

f) tになり、かま(l身が保証人となって身代金750貴文でウシを中嶋へ傾城として克つ

傾城として売られたウシは、実父の位牌が小橋川筑登之家に預けられていることを聞き

および、20歳のころからJEJi、 7)]には父の位!神に焼呑を行うようになった。その際、小
柄川家の位牌がよよ汗しかったのでヴシが新調したという経緯があった。その後、ウシは傾

城税に!'I分の身代金を支払い、(J身はたびたび人の妻となった。 1872年には真壁間切名

城村イ1:1tの豚属殺商人の妻となっていた。しかし、精神異常をきたし、翌年 (1873年)
2JJに小柄川筑主主之家に反されてきたのである。

ウシに、小柄川筑俊之家はウシの父親にとっては外戚にあたるのだから、亡父親の位)仰を

もって、ただちに実ほのほうへ行くように説得した。しかしながら、ウシは開き入れよう

とはしなかった。そこで、小僑川筑登之は、ウシが新調した位牌を焼き捨てれば実母のも

とへfI"くと与-え、比にも相談の上、法名札を抜き取り、ウシの目前で位牌を焼き捨てたの

である。 そのLI、小橋川筑摩之は、ウシを連れ、抜き取った法名札を持ってウシの実母の

もとへ行き、こちらは外戚だからウシとその父親の法名札を受け取るように説得した。母

税のかまとしては筋違いの言い分と思われたので、断ったところ、小橋川筑登之はウシを彼

刈こ}II'しつけ、法名札は帰りがけにその家の前の田の畦に立てて家に戻った。ところが、

ウシも、その小橋川筑な之の後を追うように小橋川家へ戻った。

小橋川筑登之は、長兄、弟、本家の従兄弟小橋川にや、およびその弟三良小橋川に相談

の1'-、翌日、長比および従凡弟小橋川にやと 三人で再びウシを連れて実母のもとへtl

た。そして、ウシの実Iリ:に対して、こちらからは他系になる上に幼少のころからそちらで

育て、実父には知らせもしないで傾城に売り 、身代金を受け取っているのだから、ぜ、ひと

もウシはリ|き受けるよう説得した。しかし、実母がまた断ったので、ウシを無理に押しつ

けて刈ったo ，jij日、IUの畦に立てておいた法名札は翌日は見あたらなかったという 。ウシ

も，iijIIlnJ線3人の後を追って突はの家から出ていったのであるが、その後、那覇、泊あた

りを術開していたところを保護されたのである。

第2項 JE当性の根拠としての士族的制度

以tがウシをめぐる状況および糾切に到るまでの経緯である。当時の那覇近郊農村部の

行われる双方の主張、およびその主張を支えている観念に焦点を絞って検討する。双方
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